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１点

Ｂチーム

Dチーム

◇「アヅマクロス」１セットの流れ◇

Ｂチームのサーブでゲームスタートシャトルボールを打ち合い、ミスを
したチームに加点

いずれかのチームが５点になった
ところで、１セット終了

5点となったＣチーム以外でローテ
ーションし、各チームの点数を０点
にリセットして、次のセットへ

前衛用のチェッカーバット（右）と
後衛用のラケット（左）とシャトルボール

　

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
雲
仙
市
で
完
成
さ
れ
た
軽

ス
ポ
ー
ツ
。
そ
の
名
は
「
ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
」。

　

安
全
で
、
気
軽
に
、
誰
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
考
え
た
ス
ポ
ー
ツ
を
、
全
国
大
会
開

催
へ
。
夢
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

●広報うんぜん
平成19年10月�



雲仙市
オリジナル軽スポーツAZUMA CROSS

アヅマクロス

夢
は
…

全
国
大
会

特集特集

Ａチーム

Bチーム

Ｃチーム

Ｃチーム

Ｄチーム

Aチーム

０点

０点

０点

１点

０点

０点

０点

０点

０点

０点

０点

０点

２点

３点

５点

１点

Ｂチーム

Dチーム

◇「アヅマクロス」１セットの流れ◇

Ｂチームのサーブでゲームスタートシャトルボールを打ち合い、ミスを
したチームに加点

いずれかのチームが５点になった
ところで、１セット終了

5点となったＣチーム以外でローテ
ーションし、各チームの点数を０点
にリセットして、次のセットへ

前衛用のチェッカーバット（右）と
後衛用のラケット（左）とシャトルボール

　

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
雲
仙
市
で
完
成
さ
れ
た
軽

ス
ポ
ー
ツ
。
そ
の
名
は
「
ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
」。

　

安
全
で
、
気
軽
に
、
誰
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
考
え
た
ス
ポ
ー
ツ
を
、
全
国
大
会
開

催
へ
。
夢
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

� ●広報うんぜん
平成19年10月



　

「
ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
」
は
、
小
学
生
か
ら
年

配
の
人
た
ち
ま
で
楽
し
め
、
身
体
接
触
や

ケ
ガ
な
ど
が
少
な
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ス

ポ
ー
ツ
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

『
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
み
た
い
な
競
技
だ
っ
た

ら
、
ネ
ッ
ト
越
し
の
プ
レ
イ
だ
か
ら
、
身

体
接
触
や
ケ
ガ
も
少
な
い
け
ど
、
年
配
の

人
に
は
ち
ょ
っ
と
ボ
ー
ル
が
速
い
し
、
怖

い
』『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
み
た
い
な
競
技

は
、
身
体
接
触
も
あ
り
、
ハ
ー
ド
す
ぎ
る
』

『
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
簡
単
そ
う
だ
け
ど
、
な

か
な
か
ハ
ー
ド
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
』
と
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
話
し
合
い
の
中
で
、「
身
体

接
触
が
少
な
け
れ
ば
、
ケ
ガ
が
少
な
い
の

で
は
」
と
の
考
え
か
ら
、
ネ
ッ
ト
を
設
置

し
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
切
り
口
に
協
議
を
ス

タ
ー
ト
。
用
具
は
極
力
購
入
せ
ず
、
現
在

所
有
し
て
い
る
物
を
活
用
し
な
が
ら
、「
小

学
生
か
ら
年
配
の
人
ま
で
楽
し
め
る
」
こ

と
を
基
本
と
し
て
、「
体
を
動
か
す
こ
と
は

好
き
だ
け
ど
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
」

と
い
う
人
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

考
案
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
雲
仙
市
内
各
地
で
、
体
育
指
導

委
員
の
指
導
の
も
と
、
大
会
や
教
室
が
開

催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
年
配
の
人
た
ち
ま

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
競
技
に
参
加
し
た

人
た
ち
は
、「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な

い
け
ど
、
こ
れ
な
ら
で
き
る
」「
サ
ッ
カ
ー

も
楽
し
い
け
ど
、
ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
も
お
も

し
ろ
い
」「
保
護
者
会
な
ど
で
や
っ
た
ら
楽

し
そ
う
」「
親
子
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
子

ど
も
よ
り
親
の
方
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
好
評
の
よ
う
で
す
。

夢は　雲仙発全国大会
特集

　

私
た
ち
雲
仙
市
体
育
指
導
委
員
70
人
の

「
夢
」
は
、
雲
仙
市
か
ら
発
信
す
る
全
国

大
会
で
す
。北
海
道
発
祥
の「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
」・「
雪
合
戦
」
ど
ち
ら
も
最
初
の
う
ち

は
知
名
度
も
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
の
「
ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
」
も
、
ま

だ
知
名
度
ど
こ
ろ
か
雲
仙
市
内
で
の
普
及

も
ま
だ
ま
だ
の
状
態
で
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
は
、
小
さ
く
て
も
少
し
ず
つ
、
少
し

ず
つ
、
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
雲
仙
市
内
で
教
室
な
ど
を
積
極

的
に
開
催
し
、
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る

中
、
今
年
の
11
月
に
長
崎
県
民
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
in
雲
仙
が
雲
仙
市

内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
大
会
で

ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
が
正
式
種
目
と
し
て
採
用

さ
れ
、
長
崎
県
内
に
広
く
紹
介
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
市
民

の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
市
民
の
親
睦
・
融
和

を
図
り
た
い
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
で
全
国
に
雲
仙
市
の
パ
ワ
ー
を
発
信
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
長
崎
県
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
in
雲
仙
の
開
催
に
つ
い
て
、

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
「
夢
」
を
雲
仙
市
か

ら
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

体
育
指
導
委
員
と
は
、
簡
単

に
説
明
す
る
と
「
雲
仙
市
を
ス

ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
に
す

る
」「
雲
仙
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
機
会
を
増
や
す
」
た

め
の
人
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の

市
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
推
進
役
で
す
。

　

雲
仙
市
で
は
現
在
、
70
人
の

体
育
指
導
委
員
が
教
育
委
員
会

か
ら
委
嘱
を
受
け
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
昨
年
、
市
民
の
親
睦

融
和
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

も
体
育
指
導
委
員
が
企
画
・
運

営
の
段
階
か
ら
携
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
体
育
指
導
委
員
会
で

は
、
市
民
が
気
軽
に
親
し
め
る
、

雲
仙
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
軽
ス
ポ
ー

ツ
「
ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
」
を
考
案

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
雲
仙
市

内
に
広
く
普
及
さ
せ
、
年
配
の

人
た
ち
か
ら
小
学
生
ま
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、
将
来
的
に
は
「
雲

仙
市
か
ら
発
信
す
る
全
国
大

会
」
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

小
学
生
か
ら

　

年
配
の
人
ま
で
楽
し
め
ま
す

雲
仙
市
体
育
指
導
委
員
会

　

会
長
　

村
　

里
　

英
　

憲

競技スポーツは苦手だけど…
体を動かすことは好き。
そんな気持ちを、
体育指導委員会では大切にしたい。

体
育
指
導
委
員

　
　
　

っ
て
何
だ

雲仙市
オリジナル軽スポーツAZUMA CROSS
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　11月25日（日）、雲仙市内の各地区で「長崎県民スポーツ・レクリエーショ
ン祭」が行われます。
　この催しは、レクリエーション・スポーツや生涯スポーツの愛好者の拡大
と組織の拡充を促進し、明るく、健康で活力あるコミュニティづくりを目指
すものです。
　この機会に、生涯スポーツレクリエーションを体験し、健康で元気に生き
生きとした生活が送れるよう、参加してみませんか。

●○前夜祭および総合開会式●○
日　時：11月24日（土）午後６時～
会　場：伊勢屋旅館
　　　　（雲仙市小浜町北本町905）
　　　　　※申し込みと会費（5,000 円）が必要です

●໐大会の部●○

●○つどいの部●○

●○体験の部●○
日　時：11月25日（日）午前10時～午後３時
会　場：百花台公園　芝生広場

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：国見体育館

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：国見総合運動公園

日　時：11月10日（土）午前10時30分～
会　場：小浜体育館

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：百花台公園　芝生広場

日　時：11月21日（水）午前10時～
会　場：県立総合運動公園ローンボウルス場

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：南串山中学校

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：みずほすこやかランド多目的広場

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：小浜体育館

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：吾妻体育館

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：百花台公園　芝生広場

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：瑞穂町　健康管理体育館

日　時：10月28日（日）午前９時～
会　場：愛野小学校体育館

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：小浜町　ふれあいの村

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：瑞穂体育館

日　時：11月25日（日）午前10時～
会　場：千々石総合支所（集合場所）

日　時：11月25日（日）午前９時30分～
会　場：千々石中学校体育館ほか

日　時：11月25日（日）午前９時30分～
会　場：小浜マリンパーク（集合場所）

インディアカ グラウンド・ゴルフ

３　Ｂ　体　操 ターゲット・バードゴルフ

ローンボウルス ドッジボール

ペ　タ　ン　ク ラージボール卓球

綱　　　引 ネイチャーゲーム

スポーツチャンバラ ボールルームダンス

キ　ャ　ン　プ フォークダンス

サイクリング アヅマクロス

ウォーキング

福祉レクリエーション
～福祉の中でのレクリエーションの役割～

ウォーキング研修会

日　時：11月25日（日）
　　　　午前10時～午後１時
会　場：愛野
　　　　農業者トレーニングセンター

日　時：11月24日（土）
　　　　午前10時30分～午後４時30分
会　場：吾妻町ふるさと会館

福祉の現場ですぐ役に立つゲーム

講話・実技講習
「ウォーキングの効用、
　　　　　　ウォーキング教室」

福祉レクリエーションネットワーク
“ながさき” 講師　中垣内　真樹

◆３Ｂ体操　◆折紙　◆お手玉　◆リングキャッチ　◆ネット・パスラリー　◆ダーツ
◆ドッジビー　◆しゃぼん玉　◆紙飛行機　◆ブーメラン　◆ディスゲッター

※一部種目を除き、希望者は誰でも参加できます（参加費　1人500円）
※体験の部は、無料で参加できます
※当日参加もできますが、準備などの都合上、10月19日（金）までに申し込みを
　お願いします
※弁当・水筒・雨具などは、各自準備してください

■申し込み・問い合わせ
　〒854-0405　長崎県雲仙市千々石町戊582
　雲仙市教育委員会　スポーツ振興課
　☎0957-37-3113　ファックス0957-37-3112

参加者募集
一部の競技について、講習会が開かれます。この機会に、ぜひ参加してみませんか。

●ドッジボール普及講習会
日　時：10月13日（土）午前９時～12時
会　場：愛野小学校体育館

●ターゲット・バードゴルフ講習会
日　時：10月20日（土）午前10時～12時
会　場：福石公園（千々石町海岸沿い）

〈申し込み先〉　市教育委員会　スポーツ振興課　☎0957-37-3113

参加費無料。どなたでも参加できます。

●広報うんぜん
平成19年10月�
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主な成績（一般種目のみ・敬称略）

陸　　　　　上
種別 種目 優　　勝

男子
30歳未満

100m 杉澤栄治（小浜町）
400m 田中章悟（千々石町）
1500m 山本順也（国見町）
5000m 西田周作（千々石町）
走幅跳 ケビン・ベリー（国見町）
砲丸投 中島昌樹（小浜町）

男子
30〜39歳

100m 町田康隆（千々石町）
400m 植田太（小浜町）
5000m 植田太（小浜町）
走幅跳 町田康隆（千々石町）
砲丸投 増田龍二（南串山町）

男子
40〜44歳

100m 内藤二郎（愛野町）
走幅跳 内藤二郎（愛野町）
砲丸投 中村惣（小浜町）

男子
45〜49歳

100m 駒田直行（瑞穂町）
3000m 植木恭二（国見町）
走幅跳 日向米作（愛野町）
砲丸投 中村一也（千々石町）

男子
50〜59歳

走幅跳 中田晋一（国見町）
砲丸投 佐藤義隆（千々石町）

男子
60歳以上

100m 神谷睦夫（千々石町）
3000m 田中佑一（小浜町）
走幅跳 神谷睦夫（千々石町）
砲丸投 吉原邦身（小浜町）

男子一般400mリレー 南串山町

女子
30〜39歳

100m 吉田満枝（国見町）
走幅跳 吉田満枝（国見町）
砲丸投 林田美香（千々石町）

女子
50歳以上

100m 駒田恵子（瑞穂町）
走幅跳 駒田恵子（瑞穂町）
砲丸投 平城美砂子（南串山町）

第2回
雲仙市民
スポーツ大会

7月29日〜 9月2日

バレーボール
種 目 一 般 男 子
優 勝 南 串 山 町
準優勝 吾 妻 町
種 目 一 般 女 子
優 勝 愛 野 町
準優勝 千 々 石 町
種 目 壮 年 男 子
優 勝 小 浜 町
準優勝 南 串 山 町
種 目 家 庭 婦 人
優 勝 国 見 町
準優勝 吾 妻 町

サッカー
種 目 一 般
優 勝 国 見 町
準優勝 千 々 石 町
種 目 壮 年
優 勝 国 見 町
準優勝 小 浜 町
第 3 位 瑞 穂 町

バスケットボール
種 目 一 般 男 子
優 勝 小 浜 ク ラ ブ
準優勝 瑞 穂 町
第 3 位 吾 妻 ク ラ ブ
種 目 一 般 女 子
優 勝 吾 妻 ク ラ ブ
準優勝 国 見 ＆ 瑞 穂
種 目 3 0 代 男 子
優 勝 吾 妻 3 0 t h
準優勝 雲 仙 3 0 t h
種 目 4 0 代 男 子
優 勝 雲 仙 4 0 t h
準優勝 吾 妻 4 0 t h

テ　ニ　ス
優 勝 国 見 町
準優勝 小 浜 町
第 3 位 瑞 穂 町
第 3 位 千 々 石 町

軟 式 野 球
優 勝 千々石野球部
準優勝 南 串 野 球 部
第 3 位 吾 妻 野 球 部
第 3 位 瑞 穂 ク ラ ブ

ゲートボール
優 勝 小 浜 B チ ー ム
準優勝 高田チーム（瑞穂町）
第 3 位 古江チーム（瑞穂町）
第 3 位 伊古チーム（瑞穂町）

相　　　撲
種 目 小 学 生 男 子
優 勝 西 郷 小 A
準優勝 千々石第一小
第 3 位 神 代 小
種 目 小 学 生 女 子
優 勝 土 黒 小
準優勝 神 代 小 A
第 3 位 神 代 小 B

個人優勝
《小学生男子》植村帆貴（瑞穂町）
《小学生女子》魚見凪沙（国見町）
《一　　　般》松尾幸輝（南串山町）

空　手　道
種 目 団 体 組 手
優 勝 小 浜 町
準優勝 千 々 石 町

個人優勝
《小学4年生以下・組手》	栗原卓也（千々石町）
《小学5、6年生・組手》	山本圭太（千々石町）
《高 校 生 ・ 組 手》	本多隆征（小浜町）
《一　般　・　組　手》	佐藤孝介（小浜町）
《小学4年生以下・形》	鎌田萌華（千々石町）
《小学5、6年生・形》	山本圭太（千々石町）
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水　　　　　泳
種別 種　　目 優　　勝

男子
30歳未満

25m自由形 柳澤太希（瑞穂町）
50m自由形 柳澤太希（瑞穂町）
50mバタフライ 柳澤太希（瑞穂町）
100mメドレーリレー 瑞穂町

男子
30歳代

25m自由形 遠山光宣（南串山支部）
50m自由形 大場賢一（瑞穂町）
25m平泳ぎ 大場賢一（瑞穂町）
50m平泳ぎ 吉田春雄（国見町）
100mリレー 瑞穂町

男子
40歳代

25m自由形 石田誠一郎（瑞穂町）
50m自由形 石田誠一郎（瑞穂町）
25m平泳ぎ 林田正雄（瑞穂町）
50m平泳ぎ 前田徹美（国見町）
25m背泳ぎ 林田正雄（瑞穂町）
50m背泳ぎ 林田正雄（瑞穂町）

男子
50歳代

25m自由形 上田武弘（瑞穂町）
50m自由形 上田武弘（瑞穂町）
25m平泳ぎ 森谷巌（南串山支部）
50m平泳ぎ 山下悦郎（小浜町）
25mバタフライ 井上国利（南串山支部）
50mバタフライ 森谷巌（南串山支部）
25m背泳ぎ 上田武弘（瑞穂町）

男子
60歳代

25m自由形 齋藤正勝（国見町）
50m自由形 中村昭文（南串山支部）
50m平泳ぎ 松尾四郎（瑞穂町）
25mバタフライ 中村昭文（南串山支部）
50mバタフライ 中村昭文（南串山支部）
25m背泳ぎ 齋藤正勝（国見町）
50m背泳ぎ 齋藤正勝（国見町）
100m個人メドレー 田中佑一（小浜町）
100mリレー 南串山支部

男子
70歳以上

25m自由形 川崎勲（南串山支部）
50m自由形 川崎勲（南串山支部）
50m平泳ぎ 川崎勲（南串山支部）

男子60〜
70歳代 100mメドレーリレー 南串山支部

女子
30歳未満

25m自由形 山口陽子（小浜町）
50m自由形 梅津由理（国見町）
25m平泳ぎ 山口裕子（小浜町）
50m平泳ぎ 梅津由理（国見町）
25mバタフライ 本多由加（国見町）
25m背泳ぎ 中村美由紀（瑞穂町）
100m個人メドレー 梅津由理（国見町）
100mリレー 国見町

女子
30歳代

25m自由形 古賀奈美（国見町）
50m自由形 岸下和美（小浜町）
25m平泳ぎ 坂本真美（国見町）
50m平泳ぎ 坂本真美（国見町）
25mバタフライ 坂本真美（国見町）
100mメドレーリレー 国見町

女子
40歳代

50m自由形 竹中浩子（国見町）
50m平泳ぎ 植田良子（南串山支部）
25mバタフライ 竹中浩子（国見町）
50mバタフライ 増村良子（国見町）
50m背泳ぎ 竹中浩子（国見町）
100m個人メドレー 増村良子（国見町）

女子
50歳代

25m自由形 井川静香（吾妻町）
25m背泳ぎ 井川静香（吾妻町）

女子
60歳代

25m自由形 重松康子（小浜町）
50m自由形 重松康子（小浜町）
25m平泳ぎ 山口美代子（国見町）
50m平泳ぎ 山口美代子（国見町）
25m背泳ぎ 重松康子（小浜町）

女子
70歳以上

25m自由形 増村不美子（国見町）
50m自由形 増村不美子（国見町）
25m背泳ぎ 中村ヨネ子（小浜町）

ソフトボール
種 目 一 般 男 子
優 勝 吾 妻 ク ラ ブ
準優勝 愛 野 ク ラ ブ
第 3 位 国 見 ク ラ ブ
第 3 位 千々石クラブ
種 目 実 年
優 勝 小 浜 ク ラ ブ
準優勝 吾妻実年S C
第 3 位 瑞穂実年S C
第 3 位 国 見 実 年
種 目 壮 年
優 勝 吾 妻 町
準優勝 雲 仙 ク ラ ブ
第 3 位 小 浜 町
第 3 位 千 々 石 町
種 目 成 年 女 子
優 勝 小 浜 町
準優勝 愛 野 町
第 3 位 南 串 山 町
第 3 位 吾 妻 町

バドミントン
優 勝 小 浜 町
準優勝 国 見 町
第 3 位 吾 妻 町

個人優勝
《男子30歳未満》
松山・松尾ペア（小浜町）
《男子30歳以上》
宮田・中尾ペア（小浜町）
《女子30歳未満》
吉田・酒井ペア（国見町）
《女子30歳以上》
藤島・馬場ペア（愛野町・小浜町）

卓　　　　球
個人優勝
《一 般 男 子》	 松田翔（愛野町）
《一 般 女 子》	 岡田梨沙（小浜町）
《壮 年 男 子》	 平野英樹（小浜町）
《壮 年 女 子》	 松山たつ子（南串山町）
《ベテラン男子》	 吉田政信（愛野町）

ソフトテニス
優 勝 国 見 支 部
準優勝 瑞 穂 支 部
第 3 位 千 々 石 支 部

柔　　　　道
優 勝 吾 妻 町
準優勝 愛 野 町
第 3 位 国 見 町

弓　　　道
優 勝 瑞 穂 町
準優勝 小 浜 町
第 3 位 愛 野 町

個人優勝
《男子》出田伴幸（愛野町）
《女子》光永裕美（小浜町）
《高校生以下男子》馬場俊貴（小浜町）
《高校生以下女子》山本奈々（千々石町）

剣　　　　道
優 勝 吾 妻 B
準 優勝 国 見 A
第 3 位 国 見 C
第 3 位 国 見 B

銃　剣　道
個人優勝
《40歳以下》迫田秀喜（瑞穂町）
《40歳以上》神尾末久（小浜町）
《短剣道》迫田秀喜（瑞穂町）

レスリング
優 勝 瑞 穂 町
準優勝 国 見 町

個人優勝
《60㎏級》豊田真（国見町）
《66㎏級》吉田誠浩（瑞穂町）
《74㎏級》中峰慎太郎（瑞穂町）

グラウンドゴルフ
優 勝 小 浜 町
準優勝 国 見 町
第 3 位 吾 妻 町

個人優勝
《男子》中田次寿（国見町）
《女子》田中ノリエ（小浜町）

山　　　　岳
種 目 縦 走 男 子
優 勝 愛 野
準優勝 国見・南串山
第 3 位 吾 妻 A
種 目 踏 査 男 子
優 勝 吾 妻 A
準 優勝 愛 野
準優勝 国見・南串山
種 目 総 合 男 子
優 勝 愛 野
準優勝 国見・南串山
第 3 位 吾 妻 A
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SPORTS

第17回「県央カップ」争奪小学生

10月28日（日）
開催地：大村市

■問い合わせ
　県央地域広域市町村圏組合　事務局企画課
　☎0957-23-3600

平成19年度　全国中学校体育大会
　吾妻町ふるさと会館で８月17日、全国中学校体育大会
に出場する市内の中学生が市長を訪れました。
　サッカー、柔道、陸上の各競技で出場する選手たちは、
市長からの激励を受け、全国大会での活躍を誓いました。
　大会での結果は次のとおり

【サッカー】（第38回全国中学校サッカー大会：福島県）
　国見中学校　第３位

【柔道】（第38回全国中学校柔道大会：山形県）
　男子73㎏級
　松本翔太（国見中）　２回戦敗退
　女子70㎏超級
　渋谷美樹（愛野中）　１回戦敗退

【陸上】（第34回全日本中学校陸上競技選手権大会：宮城県）
　100mハードル
　村里瑞穂（国見中）　予選敗退（15秒15）
　100m
　関愛里咲（小浜中）　予選敗退（13秒34）
　200m
　関愛里咲（小浜中）　準決勝敗退（25秒96）

平成19年度　九州中学校体育大会出場
【サッカー】 国見中学校
【バスケットボール】男子　小浜中学校
【卓　　球】 男子団体　小浜中学校
 女子団体　小浜中学校
【柔　　道】 男子団体　吾妻中学校
 女子団体　吾妻中学校
 男子60㎏級　　永田直也（吾妻中）
 男子73㎏級　　松本翔太（国見中）
 女子70㎏超級　渋谷美樹（愛野中）
【剣　　道】 個人　七條裕哉（愛野中）
【陸　　上】 女子80mハードル　平愛里（国見中）
 女子100m　関愛里咲（小浜中）
　 女子200m　関愛里咲（小浜中）

第62回国民体育大会長崎県選手団
　第62回国民体育大会（わか杉国体）が９月
29日～10月９日に秋田県で行われます。長
崎県代表として、雲仙市から13人が選出さ
れており、活躍が期待されます。（敬称略）
【アーチェリー　成年男子】
 監督　藤原　真也（愛野町）
【陸上　少年女子】
 選手　関　愛里咲（小浜町）
【クレー射撃　成年　トラップ】
 監督　今林　洋市（吾妻町）
【サッカー　成年男子】
 選手　田上　渉（国見町）
 選手　近藤　健一（国見町）
 選手　小田　幸司（国見町）
【ソフトテニス　成年女子】
 選手　朝永　未来（愛野町）
【卓球　少年男子】
 選手　吉田　健人（愛野町）
【テニス　少年女子】
 監督　安居院　公隆（愛野町）
【馬術　成年男女・少年】
 ホースマネージャー　川原　理沙（吾妻町）
【バスケットボール　少年男子】
 選手　中田　瑛（小浜町）
【ボウリング　成年男子】
 選手　山下　知且（小浜町※）
【レスリング　成年男子】
 選手　尾﨑　秀典（瑞穂町※）

※印は、ふるさと選手です

競 　 技 　 名 会　　　　場 開会式時刻

バレーボール

男子 大村市立富の原小学校体育館

�：1�～
女子

大村市立放虎原小学校体育館

大村市立西大村小学校体育館

ソ フ ト ボ ー ル
大村市森園運動広場

�：00～
大村市営補助グラウンド

ミニバスケッ
ト ボ ー ル

男子 大村市立中央小学校体育館
�：�0～

女子 大村市立竹松小学校体育館

サ ッ カ ー
大村市営陸上競技場

�：�0～
大村市浄水管理センター

軟 式 野 球 大村市営球場 �：00～

柔 道 大村市武道館 �：�0～

剣 道 大村市立西大村中学校体育館 �：10～
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同コースにおいて、11月18日（日）に
平成19年度全九州高等学校体育大
会　男子第60回、女子第19回　全
九州高等学校駅伝競走大会が行わ
れます。
詳細は来月号でお知らせします。

小浜町

南串山町

南島原市
加津佐町

女
子
折
り
返
し
点

男
子
折
り
返
し
点

ス
タ
ー
ト

ゴ
ー
ル

小浜町石合

小浜町長戸

小浜町菜切南串山町白頭

南串山町京泊

南串山町京泊

南串山町赤間

南串山町赤間

加津佐町六田

女子第1中継所
女子第3中継所

男子第5中継所

男子第2中継所

男子第3中継所

男子第4中継所

女子第2中継所
男子第1中継所

女子第4中継所
男子第6中継所

小浜町石合

南串山町京泊

南串山町赤間

加津佐町六田

南串山町赤間

南串山町京泊

小浜町長戸

小浜町石合

小浜町石合

小浜町菜切

南串山町京泊

南串山町白頭

小浜町長戸

小浜町石合

男子
42.195㎞

女子
21.0975㎞

（折り返し点） （折り返し点）

1区（10㎞）
1区（6㎞）

2区（4.0975㎞）

3区（3㎞）

4区（3㎞）

5区（5㎞）

2区（3㎞）

3区（8.1075㎞）

4区（8.0875㎞）

5区（3㎞）

6区（5㎞）

7区（5㎞）

第59回長崎県高等学校総合体育大会駅伝競走大会
◆女子　9：20スタート
雲仙小浜マラソンコース21.0975㎞（日本陸連公認）
○出発・決勝点　小浜町石合
○折り返し点　　南串山町京泊

◆男子　11：50スタート
雲仙小浜マラソンコース42.195㎞（日本陸連公認）
○出発・決勝点　小浜町石合
○折り返し点　　加津佐町六田　

11月２日（金）
午前9時20分～
雲仙小浜
マラソンコース

＊当日は、混雑・渋滞が予想されますので、
　皆さんのご協力をお願いします

■問い合わせ
　長崎県高等学校体育連盟　駅伝競技専門部
　☎0957（74）4114
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シリーズ

雲仙市の台所事情
第１回　決算の状況と類似団体との比較

　市民の皆さんに市の財政状況を知っていただくために，今
回からシリーズで「雲仙市の台所事情」をお伝えしていきま
す。
　第1回目は，一般会計の平成18年度決算（速報値）を一般
家庭の家計にたとえて紹介します。

※平成18年度の決算は12月定例会で認定を受ける予定です。

●雲仙市の収入を一般家庭の家計にたとえてみました　〔一般会計の平成18年度決算（速報値）〕

　まず、雲仙市の1年間の収入（市ではこれを歳入と言います）を見てみましょう。平成1�年度の収入合計は約���
億円となりました。ずいぶん大きな数字ですね。このままでは金額が大きすぎてなかなか実感がわいてきません。
そこで、年収�00万円の一般家庭の家計に置き換えてみましょう。

雲仙市の
　　平成18年度決算（収入）

家計にたとえた場合 比率
（％）年　間 1 ヶ月

自
主
財
源

市税・使用料・財産収入
など ��億�,���万円 給料 10�万円 �万�,000円 �0.�

基金からの繰入金 1億�,���万円 貯金の取り崩し �万円 1,�00円 0.�

依
存
財
源

国県支出金・地方交付
税・地方消費税など 1��億1,1��万円 親などからの援助 ��1万円 ��万�,�00円 ��.�

市債 ��億�,��0万円 借金（ローン） ��万円 �万�,�00円 1�.0

一般会計の収入合計 ���億�,���万円 家計の収入合計 �00万円 �1万�,�00円 100.0

※わかりやすさを優先して作成したため、正確な意味や内容とは少し違う場合があります。ご理解をお願いします。

　上の表を見てみますと、一家（市）は給料（市税など）
だけでなく、いろいろな種類の収入で生計を立てていることが分
かります。詳しく見てみますと、一家は全体の��.�％を占めてい
る「親などからの援助」に頼って生活している状態です。つまり、
雲仙市は国や県からの補助金、地方交付税などに大きく依存して
いることになります。
　その他、貯金の取り崩し（基金からの繰入金）や金融機関等か
ら借金（市債）をしています。

●収入の主なものについて、市民1人当たりの収入額を類似団体（注1）と比較してみました

　雲仙市の平成1�年度決算（一般会
計）の収入額���億�,���万円を平成
1�年�月�1日現在の住民基本台帳人口
�0,���人で割った市民1人当たりの収
入額を、平成1�年度の類似団体の数
値と比較してみました。

1人当たりの収入額
雲 仙 市　�1万�,��1円
類似団体　��万�,��1円

（注1）類似団体とは…
　「人口」と「産業構造」が同一水準
にある団体のことです。
　数値は、その団体の平均です。

0

50000

100000

150000

200000

250000
金額（円）

市税 地方交付税 国庫支出金 県支出金 市債

66,831

128,725

224,048

85,308

44,098
30,007

38,718

20,109

77,857

37,119

雲仙市
類似団体
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●雲仙市の支出を一般家庭の家計にたとえてみました　〔一般会計の平成18年度決算（速報値）〕

　それでは次に、お金の使いみちである支出（市ではこれを歳出と言います）を見てみましょう。

雲仙市の
　　平成18年度決算（支出）

家計にたとえた場合 比率
（％）年　間 1 ヶ月

義
務
的
経
費

人件費 ��億�,���万円 食費 ��万円 �万1,�00円 1�.�

公債費 �1億��万円 借金（ローン）の返済 ��万円 �万�,000円 1�.1

扶助費 ��億�,�1�万円 医療費 �1万円 �万�,�00円 1�.�

投
資
的

経　

費
普通建設事業費等 ��億�,��1万円 自宅の増改築費 ��万円 �万�,�00円 1�.1

そ
の
他
の
経
費

物件費 ��億�,���万円 光熱水費、電話代 ��万円 �万�,�00円 �.1

繰出金 ��億�,���万円 子どもへの仕送り ��万円 �万�,�00円 �.�

補助費等・投資及び出資
金・貸付金など �0億�,���万円

自治会費、サークル
活動の会費など

��万円 �万�,�00円 1�.0

積立金 10億�,���万円 貯金 �0万円 1万�,�00円 �.�

一般会計の支出合計 ���億�,���万円 家計の支出合計 ���万円 �0万�,�00円 100.0

※わかりやすさを優先して作成したため、正確な意味や内容とは少し違う場合があります。ご理解をお願いします。

　上の表を見てみますと、支出の中では自宅の増

改築費（普通建設事業費等）がもっとも多くを占めてい

ます。次に、食費（人件費）、借金の返済（公債費）、家

族の医療費（扶助費）などにも多くのお金がかかってい

ます。また、子どもへの仕送り（他会計への繰出金）も

しなければなりませんし、将来のことを考えて貯金（基

金への積立金）もしています。

●支出の主なものについて、市民1人当たりの支出額を類似団体と比較してみました

　雲仙市の平成1�年度決算（一般会
計）の支出額���億�,���万�,000円を
平成1�年�月�1日現在の人口�0,���人
で割った市民1人当たりの支出額を、
平成1�年度の類似団体の数値と比較
してみました。

1人当たりの支出額
雲 仙 市　�0万�,0�0円
類似団体　��万�,�1�円

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000
金額（円）

76,556 80,040
74,318

38,336

80,915

46,202

96,223

60,676 57,943

39,513

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 補助費等

雲仙市
類似団体
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域
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
ご
意

見
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
市
政
の
中
で
ど
う
や
っ
て
い
く
か
、

協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い

ろ
ん
な
意
見
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

事
務
局　

事
前
に
各
自
治
会
か
ら
頂
い
た
意

見
や
提
案
に
つ
い
て
、
回
答
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

Q　

住
民
検
診
の
内
容
に
つ
い
て
。
現
在
は
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
喀
痰
（
か
く
た
ん
）
検
査
も
実
施

し
て
ほ
し
い
。

A　

肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
既

に
、
年
齢
が
�0
歳
以
上
、
喫
煙
指
数
（
1

日
の
本
数
×
年
数
）
が
6
0
0
以
上
の
人

で
、
ま
た
、
最
近
�
カ
月
以
内
に
血
痰
が

あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
喀
痰
検
査
を
併
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

坂
本　

生
活
習
慣
病
の
検
査
に
行
く
全
て
の

人
に
対
し
て
、

喀
痰
検
査
を

し
て
も
ら
い

た
い
。

　

そ
れ
と
、

な
ぜ
、
前
は

年
�
回
、
生
活
習
慣
病
の
検
査
が
あ
っ
た

の
に
今
は
、
1
回
に
な
っ
た
の
か
。

事
務
局　

生
活
習
慣
病
検
査
の
時
に
併
せ
て

喀
痰
検
査
も
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
ご
意
見
で
す
ね
。
回
答
と
少
し
異
な
る

よ
う
で
す
の
で
、
担
当
課
で
調
べ
て
か
ら

報
告
し
ま
す
。

Q　

住
民
健
診
実
施
の
広
報
に
つ
い
て
は
、

市
報
だ
け
の
よ
う
だ
が
、
回
覧
で
な
い
と
、

市
民
が
見
逃
す
の
で
は
。

A　

今
年
度
、
市
報
と
は
別
に
健
診
の
チ
ラ

シ
を
世
帯
配
布
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
、

皆
さ
ん
が
受
診
で
き
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

Q　

住
民
健
診
に
つ
い
て
、
1
日
で
健
診
が

済
む
よ
う
に
日
程
な
ど
の
工
夫
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

A　

今
年
は
�
日
間
に
か
け
て
総
合
健
診
を

し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
皆
さ
ん
が
受
診

し
や
す
い
健
診
の
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

市
報
だ
け
で
は
、

　
　
　

健
診
を
見
逃
す
の
で
は

杉　

私
も
市
報
を
見
逃
し
て
、
手
続
き
を
し

ま
せ
ん
で
し

た
。
後
か
ら
、

健
康
づ
く
り

課
か
ら
、
受

診
の
催
促
で

書
類
が
送
っ

て
き
ま
し
た
。

事
務
局　

健
診
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
も
世

帯
配
布
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

城
代　

一
市
民
と
し
て
一
番
感
じ
る
こ
と
は
、

世
帯
配
布
物

が
多
い
時
に
、

皆
さ
ん
が
全

部
の
配
布
物

を
見
て
く
れ

る
の
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
配
布
を
、
月
に

�
回
と
決
め
ず
に
、
臨
機
に
�
回
�
回
と

配
慮
し
て
も
ら
え
ば
と
思
い
ま
す
。

Q　

体
育
施
設
の
利
用
料
金
が
高
い
と
思
う
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康
増
進
が
図
ら

れ
る
と
思
う
の
で
、
利
用
料
を
安
く
し
て

欲
し
い
。

A　

体
育
施
設
の
利
用
料
金
は
、
�
町
の
調

整
を
行
い
、
今
回
料
金
統
一
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
自
治
会
な
ど
の
公
的
な
使
用
な
ど

に
つ
い
て
は
減
免
措
置
も
あ
る
の
で
、
教

育
委
員
会
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

数
を
重
ね
て
第
16
回
目
と
な
り
ま

し
た
移
動
市
長
室
。

　

今
回
は
、
8
月
17
日
に
千
々
石
第

一
小
学
校
区
自
治
会
の
皆
さ
ん
と

千
々
石
第
一
小
学
校
区
域
の
問
題
点

や
市
政
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
真
夏
の
暑
い
夜
に
13
人

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
長
が
動
く
。

　

ま
ち
が
変
わ
る
。

　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

「千々石第一小学校区域の
問題点や市政を尋ねる」

第16回移動市長室意見交換会

千々石総合支所での意見交換会風景
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「千々石第一小学校区域の問題点や市政を尋ねる」「千々石第一小学校区域の問題点や市政を尋ねる」

杉　

体
育
施
設
利
用
団
体
に
よ
っ
て
は
、
週

�
回
4
0
0
円
ず
つ
使
用
料
を
払
い
な
が

ら
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
増
進
も
叫
ば
れ
て
い

る
状
況
の
中
で
、
使
用
料
を
安
く
し
て
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

町
田　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
こ
ち
ら

が
挨
拶
を
し

て
も
挨
拶
が

返
っ
て
こ
な

い
と
、
が
っ

か
り
し
ま
す
。

農
産
物
の
価
格
安
定
を

Q　

昨
今
の
農
産
物
の
価
格
が
低
迷
し
、
経

営
的
に
苦
し
い
。
政
府
は
、
農
産
物
の
貿

易
自
由
化
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

更
に
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
農
山
村
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
行
政
と
し
て
具

体
的
な
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

A　

平
成
1�
・
1�
年
度
の
農
畜
産
物
価
格
の

暴
落
は
、
市
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に
農
家

経
営
安
定
対
策
特
別
融
資
資
金
利
子
補
給

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
農
家
の
利
子
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
や

野
菜
価
格
安
定
制
度
を
活
用
し
、
農
業
所

得
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

鬼
塚　

小
規
模
経
営
農
家
に
は
利
子
補
給
や

融
資
よ
り
も

農
産
物
の
価

格
安
定
や
最

低
保
障
価
格

制
度
が
助
か

る
と
思
い
ま

す
。

事
務
局　

市
と
し
て
は
、
と
に
か
く
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

感
知
式
信
号
機
の
設
置
は
難
し
い

山
口　

千
々
石
第
一
小
学
校
前
の
交
差
点
は

以
前
か
ら
交

通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま

す
。
交
通
事

故
防
止
対
策

を
行
っ
て
ほ

し
い
。

事
務
局　

当
交
差
点
に
感
知
式
信
号
機
の
設

置
を
雲
仙
警
察
署
と
協
議
し
ま
し
た
が
、

「
国
道
か
ら
市
道
に
進
入
す
る
車
ま
で
感

知
し
、国
道
が
渋
滞
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

た
め
設
置
が
難
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

当
交
差
点
で
の
信
号
待
ち
の
人
を
保
護
す

る
た
め
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
よ

う
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

林
田　

感
知
式
信
号
機
の
設
置
が
無
理
な
ら
、

カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
設
置

し
て
欲
し
い
。

市
長　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
事
故
多
発
場
所

で
す
の
で
、

雲
仙
警
察
署

交
通
課
と
協

議
し
、
事
故

防
止
策
と
な

る
具
体
的
な

対
策
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

地
域
の
高
齢
者
、
障
害
者
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
知
っ
て
も
ら
う
場
が
必
要
だ
と
思
う
。

市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
P
R
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
。
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た

め
の
活
動
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

A　

啓
発
活
動
と
し
て
、
病
気
の
予
防
や
身

体
な
ど
の
老
化
を
予
防
す
る
介
護
予
防
事

業
（
ミ
ニ
デ
イ
教
室
・
サ
ロ
ン
な
ど
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
な
ど
も
開
催
し
各
種
団
体
の
活
動
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　

一
部
の
人
達
が
餌
を
与
え
る
た
め
、
野

犬
や
野
良
猫
が
増
え
、
支
所
か
ら
捕
獲
器

の
利
用
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
取
扱
い
が
難

し
い
た
め
、
保
健
所
に
お
願
い
し
た
い
。

A　

市
で
は
、
ま
ず
餌
を
与
え
て
い
る
人
に

注
意
を
促
し
ま
す
。
捕
獲
器
の
貸
し
出
し
、

ま
た
設
置
の
際
は
取
り
扱
い
や
管
理
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

農
道
改
良
の
助
成
は
、

基
準
が
あ
り
ま
す

Q　

幅
2
m
程
度
の
農
道
改
良
の
地
域
（
受

益
者
）
施
工
の
助
成
を
認
め
て
も
ら
い
た

い
。

A　

農
地
保
全
事
業
の
農
道
助
成
事
業
は
、

①
�
戸
以
上
の
受
益
農
家
戸
数
、
②
農
道

の
幅
員
1
・
2
m
以
上
③
経
費
の
合
計
が

10
万
円
以
上
と
い
う
�
つ
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
で
申
請
は
採
択
さ
れ
ま
す
。

宮
﨑　

予
算
の
関
係
で
年
度
中
に
採
択
さ
れ

な
い
場
合
は
、

申
請
順
に
な

る
の
で
す
か
。

事
務
局　

実
施
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
実
施

状
況
を
考
慮
し
て
順
次
採
択
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Q　

近
く
に
遊
び
場
が
な
い
の
で
、
身
近
な

公
園
が
欲
し
い
。

A　

千
々
石
に
は
、
橘
・
河
川
・
上
山
の
�

つ
の
都
市
公
園
が
あ
り
、
こ
の
他
一
般
の

公
園
が
�
カ
所
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
新

規
整
備
の
計
画
は
な
く
、
既
存
の
公
園
を

1� ●広報うんぜん
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利
用
し
や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

木
戸　

子
ど
も
用
の
公
園
で
百
花
台
公
園
み

た
い
な
遊
具

の
整
備
を
希

望
し
ま
す
。

　

次
に
、
千

々
石
公
民
館

の
図
書
の
数

が
少
な
い
の
で
充
実
を
図
っ
て
も
ら
い
た

い
。
親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
よ
う
な
、
明
る
い
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し

い
。

　

各
種
講
座
や
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
夜
間
帯
の
開
催
を
希
望
し
ま
す
。

事
務
局　

今
の
要
望
は
、
教
育
委
員
会
に
伝

え
ま
す
。
千
々
石
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に

本
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
い
る
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
も
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
長　

図
書
の
問
題
は
、
�
町
間
の
整
備
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
た
め
、
整
備
の
要

望
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
市
有
施
設
の

空
き
部
屋
の
有
効
活
用
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

鬼
塚　

橘
神
社
で
催
し
物
が
有
る
時
は
、
違

法
駐
車
が
あ
り
困
っ
て
い
る
。
駐
車
場
を

工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
。

支
所
長　

花
祭
り
関
係
の
事
例
と
思
わ
れ
る

の
で
、
花
ま
つ
り
振
興
会
に
お
い
て
協
議

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
間
経
験
者
を
採
用
し
ま
す

坂
本　

市
役
所
職
員
は
利
益
を
生
み
出
す
よ

う
な
概
念
が
な
い
。
発
想
の
転
換
を
し
て
、

課
長
ク
ラ
ス
に
も
民
間
か
ら
の
採
用
と
い

う
の
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　

職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
欠
員
が
生

じ
た
部
署
に
は
、
民
間
経
験
者
を
中
心
に

し
て
採
用
す
る
考
え
で
い
ま
す
。

　

今
現
在
、
�0
代
の
民
間
経
験
者
の
職
員

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
光
課
で
は
、

旅
行
会
社
勤
務
経
験
の
人
を
理
事
と
し
て

採
用
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、

民
間
意
識
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

増
田　

自
治
会
用
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

�
月
か
ら
支

所
に
注
文
し

て
い
る
が
、

連
絡
が
な
い

の
で
す
が
。

支
所
長　

発
注
事
務
な
ど
の
処
理
が
遅
れ
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。
�
月
末
に

は
市
役
所
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
納
品

さ
れ
ま
す
。

田
中　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
遠
方
に
あ
る

の
で
、
も
う

少
し
近
く
に

設
置
し
て
も

ら
い
た
い
。

草
野　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ゴ
ミ

の
出
し
方
が

悪
く
、
散
乱

し
て
い
る
と

き
が
あ
り
ま

す
。

支
所
長　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
治
会
で
議
題
と
し
て
話
し
合
い
、

ま
た
、
自
治
会
の
要
望
と
し
て
提
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

山
本　

農
道
日
向
平
（
ひ
な
た
び
ら
）
線
が

完
成
し
た
時
、

自
治
会
か
ら

地
区
内
の
道

路
を
拡
幅
し
、

日
向
平
線
に

取
付
け
る
道

路
建
設
の
要
望
を
平
成
1�
年
に
お
願
い
し

た
が
、
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

付
近
は
、
消
防
・
救
急
車
も
入
れ
な
い
所

で
す
の
で
早
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
長　

今
ま
で
の
経
緯
を
き
ち
ん
と
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
担
当
の
吉
田
副
市
長
が
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

坂
本　

白
津
自
治
会
か
ら
対
岸
の
吾
妻
二
自

治
会
に
橋
が
架
け
ら
れ
る
と
い
う
。
ど
ん

な
利
用
価
値
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

事
務
局　

理
由
と
し
て
は
、
千
々
石
の
幹
線

道
路
は
国
道
だ
け
で
す
。
こ
れ
が
使
え
な

く
な
っ
た
時
の
緊
急
避
難
道
路
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
農
道
日
向
平

線
に
結
合
す
る
架
橋
を
建
設
し
、
上
峰
〜

白
津
〜
飯
岳
〜
白
新
田
〜
給
食
セ
ン
タ
ー

を
結
ぶ
と
国
道
��
号
線
の
バ
イ
パ
ス
的
な

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
長　

限
ら
れ
た
財
源
の
厳
し
い
状
況
の
中

で
一
つ
ず
つ
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
対
し
て
は
、
情
報
の

開
示
を
行
い
な
が
ら
、
十
分
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
状
況

に
対
し
て
、
十
分
な
対
応
が
ま
だ
ま
だ
出

来
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
た
な
市

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
中
敬
称
略
）

「千々石第一小学校区域の問題点や市政を尋ねる」「千々石第一小学校区域の問題点や市政を尋ねる」

意見交換会参加者（自治会）

宮﨑　正保（峰）
木戸　　幸（中尾）
山本　正也（岡東）
山口　優治（平畑）
町田キクヱ（上山頭）
田中　　努（下山頭）
城代　耀生（寺ノ元）
草野　勝美（下狩場）
林田　房子（上野田）

鬼塚　常義（神ノ下）
杉　　繁子（森馬）
坂本　昭二（白津）
増田　　悟（野取）

●広報うんぜん
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平成20年４月から
新しい特定健診・特定保健指導が
スタートします。

－保険年金課・健康づくり課－

　今まで市が行っていた基本健診・保健指導（健診結果説明会や各種健康教室）は、
平成20年４月からそれぞれの医療保険者（国民健康保険、社会保険、共済組合等）が
行うことになりました。
　新しく始まる「特定健診・特定保健指導」につきまして、今月号から数回にわたり
掲載していきます。
※各種がん検診及び結核検診（胸部レントゲン検診）については、引き続き市が実施します

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

お
腹
ま
わ
り
に
脂
肪
が
つ
く
「
内
臓

脂
肪
型
肥
満
」に
加
え
、「
脂
質
異
常
」

「
血
圧
高
値
」「
高
血
糖
」
の
危
険
因

子
を
あ
わ
せ
も
つ
、『
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）』
の
状
態
ま
た
は
予
備
群
の
人

は
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
男
性
で
2
人

に
1
人
、
女
性
で
は
5
人
に
1
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
は
、
内
臓
脂

肪
型
肥
満
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
は
偏
っ
た
食
生
活
、

運
動
不
足
な
ど
の
不
健
康
な
生
活
習

慣
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
内

臓
脂
肪
」
を
減
ら
せ
ば
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
さ
ら
に
は
、
心

臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
進
行
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
か
ら
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
20
年
か
ら
の
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
検
査
項
目
で
の
健
康
診
査
に
よ

り
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の

保
健
指
導
を
行
い
、
若
い
と
き
か
ら

の
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

不健康な生活習慣

運動不足 過 栄 養 喫　　煙

生活習慣病の進行

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）

肥 満 症 高血圧症 高脂血症 糖 尿 病

放置し続けると…

脳 卒 中 心 臓 病 糖尿病合併症

重症化・合併症の発症

1� ●広報うんぜん
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Welcome to UNZEN CITY
ようこそ雲仙市へ

新しいＡＬＴ（外国語指導助手）の先生を紹介します

名　前：Jessica Kashiwabara（ジェシカ・カシワバラ）
出身国：アメリカ（ニューヨーク州）
所属校：国見中

配置校：多比良小・土黒小・八斗木小
　　　　神代小・西郷小・岩戸小
居住地：国見町

　こんにちは。私の名前は、かしわばら
ジェシカです。両親は日本人で、アメリ
カのニューヨークで育ちました。
　音楽を聴いたり、写真を撮ることが好
きです。また、10年くらい前から“少林
寺拳法”を続けています。
　子どもたちに英語を教えることを楽し
みにしていますし、日本の文化や言葉を
みなさんから学びたいと思っています。
どうぞよろしくお願いします。
　私の隣にいるのが、夫のスコットです。
私たちは、友だちをつくるのを楽しみに
していますので、見かけたら気軽に声を
かけてくださいね！

　７月に退職して、子どもたちに英語を
教えることができなくなったのは悲しい
ですが、今は育児に専念して、毎日楽し
く過ごしています。
　日本の言語や文化に触れながら娘を育
てることは、私たちにとってすばらしい
経験になるでしょう。
　退職後も国見町に家族３人で住んでい
ますので、見かけたら気軽に声をかけて
くださいね。
　今まで、子どもたちにとても楽しく英
語を教えることができたのも、温かく見
守ってくれたみなさんのおかげです。感
謝しています。
「オセワニナリマシタ！」

ジェシカ（写真左）と夫のスコット

マクシーン（写真左）、ケビン（写真右）と娘のエリカ

♪お誕生おめでとう♪
　Kevin Berry（ケビン・ベリー、吾妻中所属）、Maxine Berry（マクシーン・ベリー、元国見中所属）夫婦
の間に女の子が生まれました。名前は、Eryka（エリカ）です。
　なお、Maxine Berry（マクシーン・ベリー）は、７月31日付けでＡＬＴを退職しています。

●広報うんぜん
平成19年10月1�



観光課情報

うんぜんクリックうんぜんクリック

はだしで遊ぼう雲仙2007
　さわやかな青空となった8月22日、雲仙ゴルフ場で開かれ
た「はだしで遊ぼう雲仙2007」では、約4,600人が訪れ、は
だしで芝生の感触を楽しむ家族連れなどでにぎわいました。
　オープニングセレモニーでは、吾魂による太鼓演奏や小浜
中学校吹奏楽部のマーチング演奏が行われました。そのほか
会場では、オリエンテーリングや工作教室、島原農業高校に
よるミニ動物園、Vファーレン長崎・国見高校サッカー部の
選手と遊ぶコーナーなどがあり、訪れた人たちも夏の雲仙を
満喫していました。

第14回　島原半島ツーデーマーチ　参加者募集
10月20日（土）〈島原ステージ〉
10月21日（日）〈小浜ステージ〉

親子いっしょに湯けむりコース 5㎞

湯けむりと橘湾を望む棚田コース 10㎞

橘湾漁師まちと小浜鉄道跡を巡るコース 20㎞

小浜ステージ（小浜マリンパーク　スタート・ゴール）

■申し込み・問い合わせ
小浜温泉観光協会
☎0957-74-2672　FAX 0957-74-2884
島原半島ツーデーマーチ実行委員会事務局
☎・FAX 0957-63-5561

温泉ソムリエ　来仙
温泉で美と健康を手に入れる『温泉ビューティー』

講師　石井宏子先生

　現在、温泉研究家として広く雑誌
やテレビ、講演会などで活躍する石
井さんは、雲仙温泉の特徴として、
酸性泉・硫黄泉・硫酸塩泉の3つを
あげ、それぞれの効能を説明。中で
も雲仙温泉は「美肌成分として注目
される『メタケイ酸』が豊富なすば
らしい」美肌の湯と説明されました。
　一方、小浜温泉は「塩湯の特徴と
して保湿・保温効果が高い」と説明
されました。
　さらに、蒸しタオルを顔に当てる、
美顔入浴法も伝授されました。

市の特産物を使ったピザを作りました
～雲仙市観光協議会　食・食材部会～

　生地には岳棚田米、トッピングに小浜町木場の
手作りチーズ、エタリの塩辛、雲仙こぶ高菜、市
内で採れた野菜などを使ったピザの試作品が完
成。今後、さらに改良を加え、レシピを完成させ
る予定です。

ピ
ザ
に
合
わ
せ
た
飲
み
物
は
、

小
浜
の
湧
水
で
い
れ
た
雲
仙
茶
と

雲
仙
レ
モ
ネ
ー
ド
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市職員などの給与等を公表します。
　市では、皆様に職員の任免や給与の状況、勤務時間その他勤務条件などの情報を正しく知っていただくために、「雲
仙市人事行政運営等の公表に関する条例」に基づき、これらの状況を毎年、市のホームページや広報誌などを通じて公
表しています。今回の公表は主として平成18年度の状況を掲載しています。

1　職員の給与の状況

（4）特別職の給料報酬等（19. 4. 1現在）
　市長等の特別職の給料や市議会議員の報酬の額及び支
給割合は、特別職報酬等審議会の答申を受け、市議会の
審議を経て条例に定められています。

区　　　分 給料月額等
月額 期末手当

給
料

市　長 859,000円 （18年度支給割合）
副市長 696,000円 6月期　1.60月分

12月期　1.70月分

報
酬

議　長 430,000円 （18年度支給割合）
副議長 361,000円 6月期　1.60月分
議　員 344,000円 12月期　1.70月分

退
職
手
当

特別職としての勤続期間1年につき （支給時期）
市　長 給料×600／100 退職時
副市長 給料×360／100 退職時

（5）職員の初任給料の状況（19. 4. 1現在）

区　　　　分 雲仙市 長崎県 国
決定初任給 決定初任給 決定初任給

一般行政職 大学卒 170,200円 170,200円 170,200円
高校卒 138,400円 138,400円 138,400円

教 育 職
大学卒 190,500円 190,500円 −
短大卒 − 166,600円 −

技能労務職 高校卒 135,600円 155,200円 −
中学卒 123,900円 139,800円 −

（6）職員手当の状況

区　分 内　　　　　　　　　　容 平成18年度 1人当たり平均支給額雲仙市 期末手当 勤勉手当 国　期末手当・勤勉手当

期 末 ・
勤 勉 手 当

 6月期 1.4月分 0.725月分 市と同じ 1,562千円12月期 1.6月分 0.725月分
　 職務上の段階、級等による加算措置　有

区　分 内　　　　　　　　　　容 平成18年度1人当たり平均支給額 平成18年度支給実績
地 域 手 当 対象地域　長崎市　給料、扶養手当、管理職手当合計額の3％ 82,667円 248千円

特殊勤務手当

伝染病処理手当 処理1回　　1,000円

7,847円 816千円

滞納処分事務手当 処分1日　　  500円
滞納徴収手当 徴収1日  　　300円
行旅病人及び死亡人取扱い手当 1件　（病）1,000円・（死）2,000円
社会福祉業務手当 家庭訪問従事1日　200円
保育士手当 1月　2,000円

時間外勤務手当 （給料月額＋月額支給特殊勤務手当）×12月×（支給割合）/1936 436千円 146,003千円

扶 養 手 当 配偶者 月額13,000円・その他被扶養者　1人月額6,000円〜11,000円
　　　　　　　　　　（16〜22歳までの子　1人5,000円加算） 238,853円 77,866千円

住 居 手 当 借家・借間利用者　　月額上限27,000円
住宅所有者　　　　　新築又は購入の日から5年間　月額　2,500円 187,030円 19,264千円

通 勤 手 当 交通機関利用者　月額上限55,000円・自動車使用者　月額上限24,500円 73,276円 26,966千円
管 理 職 手 当 給料の10〜16％支給 586,052円 82,633千円
宿 日 直 手 当 宿日直勤務1日　4,200円 7,933円 143千円

区　分 支給率 雲仙市 国
勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 自己都合

退 職 手 当

勤続20年 30.55月分 23.50月分 30.55月分 23.50月分
勤続25年 41.34月分 33.50月分 41.34月分 33.50月分
勤続35年 59.28月分 47.50月分 59.28月分 47.50月分
最高限度 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

定年前早期退職特例措置　5〜50％
その他加算措置　退職時特別昇給（2号又は4号給）

定年前早期退職特例措置　2〜20％
その他加算措置

※定年前早期退職特例措置は、平成19年度と20年度に限り5 〜 50％です。
※退職時特別昇給は、平成19年度で廃止します。

（1）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（19. 4. 1現在）
　職員給与は、基本給としての給料と扶養や通勤手当な
どの諸手当からなっており、市議会の議決を経て条例で
定められています。

区　分 平均年齢 平均給料額 平均給与額
一般行政職 42歳0カ月 322,247円 395,877円
教 育 職 48歳8カ月 442,660円 538,960円
技能労務職 52歳5カ月 345,651円 379,440円

（2）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本
台帳人口

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

前年度
人件費率

18年度 50,676人 25,420,527千円 746,195千円 3,890,400千円 15.3% 15.7%
※人件費は、特別職に支給される給料、報酬及び共済組合負担金などを含む。
※住民基本台帳人口については、19. 3. 31現在

（3）職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区分 職員数
（A）

給　与　費 一人当た
り給与費
（B/A）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（B）

19年度 427人 1,658,721千円 296,020千円 684,285千円 2,639,026千円 6,180千円
※職員手当には退職手当は含まない。

【問い合わせ】人事課　人事給与班
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5　職員の任免及び職員数に関する状況

（1）採用及び退職

平成18年
4月1日現在

平成18年4月1日
〜平成19年4月1日 平成19年

4月1日現在採用者 退職者
職員数 490人 7人 17人 480人

※職員数には、派遣職員を含みます。

（2）平成18年度中に実施した職員採用試験の状況

職　種 受験者数 採用者数
男性 女性 計 男性 女性 計

建 築 11 1 12 1 0 1
保 健 師 2 16 18 0 1 1
社会福祉士 5 15 20 0 1 1
栄 養 士 0 25 25 0 1 1
合 計 18 57 75 1 3 4

※平成17年度は職員採用試験を実施していません。

（2）部門別職員数の状況と増減数

区　　分 職員数（人） 対前年
増減数18年度 19年度

一 般 行 政

議　会 5 5 0
総　務 113 101 △12
税　務 33 38 5
労　働 0 4 4
農　水 58 58 0
商　工 6 11 5
土　木 54 51 △ 3
民　生 72 68 △ 4
衛　生 32 31 △ 1
小　計 373 367 △ 6

特 別 行 政 教　育 52 50 △ 2
小　計 52 50 △ 2

公営企業等

水　道 22 18 △ 4
下水道 11 13 2
その他 21 22 1
小　計 54 53 △ 1

合　　計 479 470 △ 9
※職員数は、教育長を含み外部派遣職員12名は含まない。

6　職員の分限及び懲戒処分の状況（18年度）

（1）分限処分（地方公務員法第28条）
　分限処分とは、職員の身分保障を前提としつつ、一定事由
がある場合に、本人の意に反してその身分に不利益な変動を
もたらす処分で、免職、休職、降任及び降給の4種類があります。

区　　　分 免職 休職 降任 降給
勤務実績の不良
心身の故障 1人
適格性の欠如 1人
定数改廃、予算減少により過員
刑事事件に関し起訴
欠格条項該当

（2）懲戒処分（地方公務員法第29条）
　懲戒処分とは、職員の服務義務違反に対して、公務員
関係における秩序維持のために任命権者が、職員の道義
的責任を追及して科す処分です。

処分種類
処分事由 戒告 減給 停職 免職 訓告等
法令違反 1人 1人
職務上義務違反、職務怠慢 32人 154人
全体の奉仕者にふさわしくない非行

2　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（18年度）

（1）一般職員の勤務時間及び年次有給休暇の取得状況
　職員の勤務時間や休暇などは、市の条例・規則で定められ
ています。

区　分 1週間の
正規勤務時間

開始
時間

終了
時間

休憩
時間 休息時間

職員の勤務時間 40時間 8:30 17:15 12:15〜
13:00

12:00〜12:15
15:00〜15:15

区　分 内容 平均取得日数

年次有給休暇
1年につき20日を付与。中途採
用職員は、1年目に2〜18日を付
与。残日数については、20日を
上限に翌年に繰り越し。

8.0日

※平成19年4月1日より、休息時間は廃止。
※一般職員とは、非現業の一般職に属する職員のうち、市長部局に勤務する職員。
※年次有給休暇の平均取得日数は平成18年中の日数。

（2）育児休業の取得状況
　育児休業を取得した職員数と取得期間

区　分 3カ月未満 〜6カ月未満 〜9カ月未満 9カ月以上 合計
取得者数 0人 1人 1人 5人 7人

3　職員の服務の状況（平成18年度）

　職員は、あらかじめ任命権者の承認を得て、職務に専念す
る義務の免除を受けることができます。
　自ら営利企業を営むこと、その他報酬を得る事業又は事務
に従事することについては、あらかじめ許可を受けなければ
なりません。

内　　　　　容 許可件数
職務専念義務免除の許可
　　（人間ドック受診、消防出初式ほか） 374件

営利企業等従事の許可 7件

4　職員研修及び勤務成績の評定の状況（18年度）

　長崎県市町村職員研修協議会や長崎県中都市経営研究会
で行われる研修を受講し、職員の資質向上による仕事の効率
化及び人材の育成を図っています。

（1）職員研修の状況
　○長崎県市町村職員研修協議会開催分

区　　分 内　　　容 受講者数

特別職研修 市町村長研修、助役・収入役研修、トッ
プセミナー 2人

階層別研修 新規採用職員研修、フォローアップ研修、
吏員研修ほか 6人

専 門 研 修

行政実務コース（契約関係研修、市町村
税務職員研修ほか）
能力開発・教養コース（クレーム対応研
修、プレゼンテーション研修、現代マ
ナー研修ほか）
法令コース（法制執務研修、条例・規則
の考え方つくり方研修ほか）
OAコース（パソコン実務研修）

87人

通 信 教 育 階層別・行政実務、語学、OA、能力開
発・教養、法令ほか 10人

県派遣研修 市町村課研修、地域政策課研修、税務課研修 1人

○中都市経営研究会開催分 3人
○市町村アカデミー開催分 7人
○提案型研修 7人

（2）勤務成績の評定の状況
　平成18年度については、実施していません。

�1 ●広報うんぜん
平成19年10月



道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

飲酒運転を根絶しよう

〜
平
成
19
年
９
月
19
日
施
行
分
〜

飲酒運転を根絶しよう
　

平
成
19
年
６
月
20
日
に
公
布
さ
れ
た
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
平
成

19
年
９
月
19
日
に
施
行
さ
れ
た
分
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
や
酒
気
帯
び
運
転
に
つ
い
て
、
特
に
厳
し
い
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
や
酒
気
帯
び
運
転
を
雲
仙
市
か
ら
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
酒
酔
い
運
転
の
厳
罰
化

●
酒
酔
い
運
転

※
違
反
点
は
従
来
ど
お
り

※
運
転
者
が
酒
酔
い
運
転
の
場
合

[

車
両
の
提
供
者]

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下
の
罰
金

[

酒
類
の
提
供
者]

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

[

同
乗
者]　　
　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

※
運
転
者
が
酒
気
帯
び
運
転
の
場
合

[

車
両
の
提
供
者]

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

[

酒
類
の
提
供
者]

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

[

同
乗
者]　　
　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

●
車
・
酒
の
提
供
者
、
同
乗
者
に
対
す
る
罰
則
の
新
設

《
改
正
前
》
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

　
　

←

《
改
正
後
》
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下
の
罰
金

2
．
酒
気
帯
び
の
呼
気
検
査
拒
否
の
罰
則
強
化

●
呼
気
検
査
を
拒
否
・
妨
害
し
た
者

《
改
正
前
》
30
万
円
以
下
の
罰
金

　
　

←

《
改
正
後
》
３
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

3
．
ひ
き
逃
げ
な
ど
の
罰
則
強
化

●
ひ
き
逃
げ

※
付
加
点
は
従
来
ど
お
り

4
．
そ
の
他
の
改
正
点

●
悪
質
違
反
を
下
命
・
容
認
し
た
車
の
使
用
者
等
に
対
す
る
罰
則
の
強
化

《
改
正
前
》
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

　
　

←

《
改
正
後
》
10
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下
の
罰
金

●
過
労
運
転
等

※
違
反
点
は
従
来
ど
お
り

《
改
正
前
》
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

　
　

←

《
改
正
後
》
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

●
麻
薬
等
運
転

※
違
反
点
は
従
来
ど
お
り

※
悪
質
違
反
…
酒
酔
い
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転
、
過
労
運
転
等
、
麻
薬
等
運
転

※
車
の
使
用
者
等
…
自
動
車
の
運
行
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
る
事
業
主
等

《
改
正
前
》
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

　
　

←

《
改
正
後
》
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下
の
罰
金

●
違
反
・
事
故
時
の
警
察
官
へ
の
免
許
証
提
示
が
義
務
化

《
改
正
前
》
飲
酒
運
転
等
の
違
反
を
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
以
外
、
提
示
は
任
意

　
　

←

《
改
正
後
》
５
万
円
以
下
の
罰
金

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
罰
則
と
同
じ

●
酒
気
帯
び
運
転

※
違
反
点
は
従
来
ど
お
り

《
改
正
前
》
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

　
　

←

《
改
正
後
》
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
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お知らせ
infomation

平成20年成人式のお知らせ自転車貸出　始めました

出す時は、袋から出して接続（加入）はお早めに

　市内では、自転車の盗難事件が多発しています。
　雲仙市、雲仙警察署、雲仙市防犯協会が連携して、自転車
盗難被害者への支援策として、一定の期間自転車の貸し出し
を行うとともに、その他の理由で一時的に自転車を必要とす
る人に対しても貸し出すことで、自転車盗難の減少にもつな
げようとする試みを始めました。
　使用料は無料で、貸出期間は最長で１カ月程度です。
　被害に遭ってお困りの人は、下記までお問い合わせください。
【設置場所】
・市役所市民課（0957-38-3111）、各総合支所管理課
・雲仙警察署生活安全係（0957-75-0110）
・雲仙警察署雲仙北交番
・雲仙警察署多比良交番
・雲仙警察署吾妻駐在所
・雲仙警察署愛野交番

　市では、平成20年の成人式を次のとおり行います。
　今回対象となるのは、昭和62年４月２日から昭和63年４
月１日までに生まれた人で、雲仙市に居住する人または現在
雲仙市外に居住しているが、雲仙市成人式に参加を希望する
人です。
○日時：平成20年１月４日（金）午後２時～
○場所：ハマユリックスホール（南串山町）
○申し込み方法
　雲仙市内に住民票を有している人には、案内通知を郵送
しますので、返信用ハガキに必要事項を記入のうえ、返送
してください。
　それ以外で参加を希望する人は、出身町の教育委員会分
室または教育委員会生涯学習課に申し込んでください。
○申し込み締切：11月30日（金）

　市では、平成20年度（平成20年４月１日以降）から、愛
野地区の農業集落排水事業および小規模集合排水事業での
（加入）分担金が、変更になります。

　　　（現行）13万円→20万円
　これは、合併前の事前協議で定められた「合併後３カ年は
旧町の例による」とする期間が過ぎ、市内のほかの地区の下
水道事業と（加入）分担金の金額を統一するものです。
　かなりの増額となりますので、まだ接続（加入）していな
い人は、早めの接続（加入）をお願いします。

　ストックハウス（分け兵衛ハウス）で収集している「その
他のプラスチック製容器包装」が、レジ袋などの透明・半透
明の袋に入ったままの状態で出されています。
　袋に入ったままでは、中のものが確認できません。
　ストックハウス（分け兵衛ハウス）には、袋から出して、「そ
の他のプラスチック製容器包装」であることが確認できるよ
うにして出してください。よろしくお願いします。

※「その他のプラスチック製容器包装」は、

　　　　　このマーク　　　　　　が目印です。

表示されていないもの、汚れがひどいものは引き取りませ
んので、ご注意ください

■問い合わせ
　教育委員会  生涯学習課（☎0957-37-3113）

■問い合わせ
　環境政策課　環境班（☎0957-38-3111）

■問い合わせ
　下水道課　管理班（☎0957-38-3111）

■問い合わせ
　市民課　市民安全班（☎0957-38-3111）

平
成
19
年
雲
仙
市
成
人
式
の
よ
う
す

無
料
で
貸
し
出
し
中
で
す

愛
野
東
部
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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「
み
ん
な
で
楽
し
く
子
育
て
！

〜
つ
な
が
る
！
広
が
る
！
地
域
の

輪
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
子
育

て
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者

乳
幼
児
親
子
・
子
育
て
に
関
心
の

あ
る
人
・
子
育
て
支
援
関
係
者

参
加
費　

無
料

時
間　

午
前
10
時
�0
分
〜
1�
時

（
11
月
1�
日
は
午
後
�
時
ま
で
）

申
込
期
限

10
月
1�
日
（
月
）

※
チ
ラ
シ
・
申
込
書
に
つ
い
て

は
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課
児
童

家
庭
班
、
市
役
所
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
3
0
6

雲仙市にこにこ子育て
講座を開催します

福祉事務所◎
「雲仙市男女共同参画計画素案」
パブリックコメント募集

企　画　課◎

　

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
素

案
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

10
月
1�
日（
火
）〜
11
月
�
日（
月
）

資
料

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
計
画
素
案

　

市
役
所
企
画
課
及
び
各
総
合
支

所
管
理
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
）

応
募
資
格

・
雲
仙
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
住

所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
外
在
住
で
、
雲
仙
市
内
に
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る

人
・
市
外
在
住
で
、
雲
仙
市
内
の
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
す

る
人

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

提
出
方
法

　

意
見
提
出
用
紙
に
意
見
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

〈
持
参
〉

企
画
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
管
理

課〈郵
送
〉

〒
8
5
9
︱
1
1
0
7　

雲
仙
市

吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

雲
仙
市
役
所　

企
画
課　

宛

〈
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
〉

0
9
5
7
（
��
）
3
5
1
4

〈
電
子
メ
ー
ル
〉

kikaku@
city.unzen.nagasaki.

jp※
電
話
・
口
頭
で
の
意
見
は
受
け

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

○
企
画
課　

企
画
政
策
班

期
日

内
容

場
所

10月
1�日
（金）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

国
見
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

��日
（水）
「
今
だ
か
ら
こ
そ
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
よ
う
」

国
見
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

�1日
（水）
「
子
ど
も
と
の
関
係
つ
く
り
」

国
見
町
文
化
会
館

11月
�日
（水）
「
こ
こ
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

国
見
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

1�日
（火）
「
子
ど
も
の
発
達
と
遊
び
」

国
見
町
文
化
会
館

1�日
（金）
「
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
！

わ
が
町
雲
仙
」

国
見
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ●	国見総合支所		78–2111	 ●	小浜総合支所		74–2111
	 ●	瑞穂総合支所		77–2111	 ●	南串山総合支所		88–3111
	 ●	愛野総合支所		36–2111	 ●	雲仙出張所		73–3445
	 ●	千々石総合支所		37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

　

市
で
は
、
保
護
者
の
経
済
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
公

立
お
よ
び
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料

な
ど
を
減
免
す
る
「
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
」
お
よ
び
市
内
の
私

立
幼
稚
園
の
新
入
園
児
の
入
園
料

を
補
助
す
る
「
私
立
幼
稚
園
入
園

料
補
助
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
立
及
び
私
立
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
補
助

補
助
の
内
容

　

保
護
者
の
所
得
状
況
に
応
じ

て
、ま
た
、園
児
の
同
時
就
園
（
第

�
子
・
第
�
子
以
降
）
に
よ
っ
て

補
助
額
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
�
年
生
ま
で
の
兄
・
姉
を

有
す
る
第
�
子
以
降
の
園
児
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
所
得
状
況
に

関
係
な
く
、
入
園
料
及
び
保
育
料

を
全
額
補
助
し
ま
す
。

　

所
得
状
況
に
つ
い
て
の
区
分
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
生
活
保
護
世
帯
・
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯

②
市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税
世

帯
③
市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額
が

�
万
4
5
0
0
円
以
下
の
世
帯

④
市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額
が

1�
万
3
0
0
0
円
以
下
の
世
帯

（
市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額

が
1�
万
3
0
0
1
円
以
上
の
世

帯
は
、
補
助
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）

※
公
立
幼
稚
園
（
雲
仙
市
立
千
々

石
幼
稚
園
）
は
、
①
・
②
の
世

帯
の
み
該
当
し
ま
す
。

第
2
子
以
降
の
優
遇
措
置
条
件
の

緩
和

　

従
来
は
、
小
学
校
1
年
生
ま
で

の
兄
・
姉
を
有
す
る
園
児
を
第
�

子
以
降
の
優
遇
措
置
（
減
免
額
の

格
差
）
の
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
、
小
学
校
�

年
生
ま
で
の
兄
・
姉
を
有
す
る
園

児
も
第
�
子
以
降
の
優
遇
措
置
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
の
手
続
き
方
法

　
「
保
育
料
等
減
免
措
置
に
関
す

る
調
書
」
に
世
帯
の
状
況
等
を
記

入
・
押
印
し
、
平
成
1�
年
分
の
所

得
額
及
び
市
町
村
民
税
の
「
課
税

状
況
証
明
書
」
を
添
付
し
て
、
就

園
先
の
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
調
書
お
よ
び
証
明
書
は
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
お
よ
び
各

分
室
に
あ
り
ま
す
。

※
雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

場
合
は
、
雲
仙
市
外
の
幼
稚
園

に
通
園
し
て
い
る
園
児
も
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
入
園
料
補
助

補
助
の
内
容

　

雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
、
雲
仙

市
内
の
私
立
幼
稚
園
に
就
園
す
る

新
入
園
児
の
保
護
者
に
、
入
園
料

の
�
分
の
1
の
金
額
を
補
助
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、「
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
」
で
、
入
園
料
を
含
め
て

補
助
さ
れ
る
保
護
者
は
対
象
外
に

な
り
ま
す
。

補
助
の
手
続
き
方
法

　

申
請
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
学
校
教
育
課

幼稚園の就園・入園料補助

学校教育課◎

人
事
異
動

　

次
の
と
お
り
人
事
異
動
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　
　

）内
は
前
任

○
平
成
1�
年
�
月
�1
日
付

退
職　

吉
田　

正
昭

（
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
参
事
監「
遊
学
の
里

く
に
み
」）

○
平
成
1�
年
�
月
�
日
付

退
職　
（
死
亡
）川
上　

薫

（
上
下
水
道
局
水
道
課
給
水
班

雇
員
）
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11
月
21
日
全
国
物
価
統
計
調
査
が

行
わ
れ
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
消
費
者
が
購
入

す
る
主
な
商
品
の
販
売
価
格
や

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
な
ど
を
調
査

し
、
物
価
政
策
を
始
め
各
種
の
行

政
施
策
を
立
案
す
る
際
の
重
要
な

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。

　

調
査
は
全
国
か
ら
一
定
の
方
法

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
約
1�
万
の
小

売
店
舗
と
約
�
万
の
飲
食
店
・

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を
対
象
と
し

ま
す
。（
雲
仙
市
に
お
い
て
も
事

前
に
指
定
さ
れ
た
一
部
の
地
区
内

の
事
業
所
が
対
象
に
な
り
ま
す
）

　

11
月
初
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、
長
崎
県
知
事
が
任
命
し
た
調

査
員
や
市
職
員
、
総
務
省
統
計
局

が
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

こ
の
調
査
は
統
計
以
外
の
目
的

（
徴
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
県
や
市
の
担
当
職
員
だ
け
で

な
く
、
調
査
員
も
公
務
員
の
身
分

で
あ
る
た
め
、
守
秘
義
務
が
あ
り

ま
す
。

重
要
な
調
査
で
す

　

こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く

指
定
統
計
調
査
で
、
対
象
事
業
所

に
は
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
情
報
統
計
課　

統
計
班

全国物価統計調査の実施

情報統計課◎

　

平
成
1�
・
1�
年
度
の
農
畜
産
物

価
格
の
暴
落
等
に
よ
り
、
農
家
の

み
な
ら
ず
市
経
済
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
、「
平
成
1�
年
度
農
家
経
営

安
定
対
策
特
別
融
資
資
金
利
子
補

給
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

制
度
の
概
要

　

利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
資
金

を
雲
仙
市
の
農
業
者
へ
融
資
し
た

金
融
機
関
に
対
し
、
市
が
�
パ
ー

セ
ン
ト
の
利
子
補
給
を
交
付
す
る

制
度
で
、
融
資
機
関
か
ら
こ
の
制

度
に
適
合
す
る
資
金
の
融
資
を
受

け
ら
れ
た
農
家
の
利
子
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

利
子
補
給
の
対
象

　

次
の
条
件
を
満
た
す
場
合

①
雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
、
農
業

を
経
営
し
て
い
る
こ
と

②
農
畜
産
物
価
格
の
暴
落
等
に
よ

り
農
業
経
営
に
支
障
を
き
た
し

た
農
家

③
融
資
機
関
は
、
島
原
雲
仙
農
業

協
働
組
合
、
そ
の
他
雲
仙
市
が

指
定
す
る
融
資
機
関
（
十
八
銀

行
・
親
和
銀
行
）
で
あ
る
こ
と

④
融
資
条
件
は
、
貸
付
利
率
1

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
、
償
還
期
限

が
�
年
以
内
で
あ
り
、
融
資
額

が
2
0
0
万
円
以
内
（
減
収
額

内
）
の
融
資
で
あ
る
こ
と
（
融

資
機
関
で
貸
付
条
件
が
若
干
異

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑤
平
成
1�
年
�
月
�
日
か
ら
平
成

�0
年
�
月
�1
日
ま
で
に
貸
付
が

実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑥
資
金
使
途
が
営
農
に
必
要
な
資

金
で
あ
る
こ
と

問
い
合
わ
せ

○
農
林
水
産
課

○
各
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

農家経営安定対策
特別融資資金利子補給制度（再掲載）

農林水産課◎

農振農用地区域の除外申請受付の
凍結が解除されます。
　合併に伴う雲仙市農業振興地域整備計画の策定の
ため、平成1�年�月より農振農用地区域の除外申請
受付（農用地区域内の農地を宅地等に転用する）を
凍結していましたが、計画の策定作業が終了しまし
たので、平成�0年1月より凍結解除し、農振農用地
区域の除外申請受付を開始します。
第1回申請受付　平成1�年10月末まで

問農林水産課

再掲載
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空
き
家
、
空
き
地
等
を

探
し
て
い
ま
す

　

雲
仙
市
空
き
家
等
情
報
登
録
制

度
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
外
在
住
の
皆
さ
ん
に
、
市

内
の
空
き
家
等
を
紹
介
し
、
雲
仙

市
へ
定
住
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
創
設
し
た
制
度
で

す
。

　

空
き
家
、
空
き
地
、
空
き
店
舗

を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
制

度
に
登
録
し
て
、
定
住
促
進
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

企
画
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
管

理
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
空
き
家
等
の
登
録
に
つ
い
て

は
、
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
登

録
証
明
書
が
必
要
で
す
。

提
出
先

企
画
課
及
び
各
総
合
支
所
管
理
課

問
い
合
わ
せ

○
企
画
課　

地
域
振
興
班

空き家等情報登録制度
はじめました

企　画　課◎

　

国
民
宿
舎
望
洋
荘
で
は
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
運
転
士
の
登
録
者
を

募
集
し
ま
す
。

登
録
期
間

平
成
1�
年
11
月
�
日
〜

平
成
�0
年
�
月
�1
日

勤
務
形
態

　

国
民
宿
舎
望
洋
荘
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
運
行
に
際
し
、
望
洋
荘
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
運
行
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
不
定
期
勤
務
）

※
勤
務
時
間
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利

用
者
の
利
用
状
況
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

賃
金

時
給
1
2
5
0
円
（
勤
務
の
要
請

を
行
っ
た
時
間
ま
た
は
乗
務
時

間
）

そ
の
他

傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す

応
募
資
格

・
平
成
1�
年
�
月
1
日
現
在
満
��

歳
未
満
で
、
心
身
共
に
健
康
な

人
・
雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
・
大
型
免
許
（
第
1
種
免
許
）
の

取
得
者
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

運
転
経
験
の
あ
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
方
法

　
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
士
登
録

申
込
書
」
に
写
真
を
貼
り
、
必
要

事
項
を
自
筆
で
記
入
の
う
え
、
免

許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
・
提
出
先

・
国
民
宿
舎
望
洋
荘

・
観
光
課

・
人
事
課

・
各
総
合
支
所
管
理
課

申
込
期
間

10
月
1
日
（
月
）
〜
�1
日
（
水
）

選
考
方
法　

面
接

※
日
時
・
場
所
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
本
人
へ
後
日
連
絡
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

○
国
民
宿
舎
望
洋
荘

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
1
4
1

マイクロバス運転士
登録募集

国民宿舎望洋荘◎
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インフルエンザ予防接種のお知らせ
高齢者インフルエンザ予防接種
　満65歳以上の人を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。接種を希望される人は、医療機関にて接種
してください。
　なお、この予防接種は、二類疾患の接種です。自らの責任と意思で接種を希望する場合にのみ接種を行います。
必ず接種を受けなければならないわけではありません。

【対 象 者】
①雲仙市内に住所を有する人で、接種時に65歳以上の人
②満60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、もしくは呼吸器
の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に
障害を有する者として、厚生労働省令で定めるもの（接
種には身体障害者手帳などの写しが必要です）

【回　　数】
１回

【接種期間】
平成19年10月１日から平成20年２月29日まで

【接種場所】
長崎県内の接種可能な医療機関
（接種前に医療機関で確認してください）

【料　　金】
1,000円（医療機関でお支払いください）
※生活保護世帯の人は無料ですが、確認書が必要とな
ります。確認書は、各総合支所、福祉事務所、市役
所健康づくり課で発行しています

【持 参 品】
①健康手帳（予防接種の記録に必要です）
②住所、氏名、生年月日が確認できるもの
（例：保険証、運転免許証など）
③自己負担金1,000円
④生活保護世帯の人は、確認書

【そ の 他】
・予防接種を受ける前に、必ず医療機関に予約をして
ください
・予診票は、実施医療機関または各総合支所、福祉事
務所、市役所健康づくり課に備え付けてあります

【対 象 者】　生後６カ月から小学校就学前までの子

【回　　数】　１人あたり2回

【接種期間】
平成19年10月１日から平成20年２月29日まで

【接種場所】
雲仙市・南島原市・島原市・諌早市の接種可能な
医療機関（接種前に医療機関で確認してください）

【料　　金】
１回あたり1,500円（諫早市の医療機関は1回あたり2,000円）
（医療機関でお支払いください）
※生活保護世帯の人は無料ですが、確認書が必要となり
ます。確認書は、各総合支所、福祉事務所、市役所健
康づくり課で発行しています

【持 参 品】
①母子健康手帳（接種歴の確認と接種済の検印が確認
できないので、忘れた場合は接種できません）
②住所、氏名、生年月日が確認できるもの
　（例：保険証など）
③自己負担金１回あたり1,500円（諫早市は2,000円）
④生活保護世帯の人は、確認書

【そ の 他】
・予防接種を受ける前に、必ず医療機関に予約をして
ください
・個別通知は行いません
・実施医療機関または各総合支
所、福祉事務所、市役所健康
づくり課に備え付けてある
「予診票」に必要事項を記入
のうえ、接種してください

乳幼児インフルエンザ予防接種
　生後6カ月から就学前までのお子さんを対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。接種を希望される人は、
医療機関にて接種してください。
　なお、この予防接種は、任意接種です。健康被害が起きた場合は、市が加入している保険などによる補償にな
ります。このことに同意された人のみ接種してください。

健康のページ 問  健康づくり課　☎0957-38-3111

40歳代の若いうちからの生活習慣が
その後の健康状態を左右します

40歳からの健康週間　10月８日～14日
　市の基本健診を受けた40歳代のうち、「異常なし」は約２割、
「要指導」が約４割、「要医療」が約４割となっています。また、
年代が上がるにつれて、「異常なし」の割合が減っています。
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平成18年度  40～49歳健康診査結果
～40歳代でも生活習慣病の予兆がでています～

要指導・要医療を
合わせると３割

要指導が３割近く
見つかりました

約4人に1人が肥満を
指摘されました

いつまでも健康でいるために、
　働き盛り年代からの生活習慣病予防が大切です
　生活習慣病は、自覚症状なく進行します。
　最近の研究では、肥満（内臓脂肪過多）が原因で動脈硬化
が進み、生活習慣病につながることが明らかになってきまし
た。つまり、若い頃からの生活習慣がその後の健康状態を左
右すると言えます。
　しかし、働き盛り年代の健診受診率は、ほかの年代よりも
低いのが現状です。40歳代というと、社会的な責任が大きく、
ストレスがたまりやすい年代です。だからこそ、より一層の
健康管理が必要です。
年に一度は健診を受けて、
　　　自分の体の状態を知る機会にしましょう。

10月は骨髄バンク推進月間です
　骨髄移植とは、白血病や再生不良性貧血
などの病気によって、正常な造血が行われ
なくなってしまった患者さんの骨髄幹細胞
と入れ替える（実際は骨髄液を点滴静注す
る）ことにより、造血機能を回復させる治
療法です。
　日本では「骨髄バンク事業」が1992年か
ら開始され、これまでに多くの患者さんを
救う実績をあげています。しかし、日本で
骨髄移植を必要とする患者さんは、毎年少
なくとも2000人以上。ドナー候補者が見つ
からない患者さんが、約２割にものぼります。
　一人でも多くの患者さんを救うために、
一人でも多くのご協力が必要です。

臓器移植についてご存知ですか
－10月は臓器移植普及推進月間です－

○増え続けている人工透析者数
　人工透析を受けている人は、毎年１万人ずつ増え続け、現在約
26万人にのぼっています。（長崎県内では、約3500人）
　以前は、腎臓病が透析をはじめる主な原因でしたが、現在は生
活習慣病の一つである糖尿病が原因の１位となっています。
○１万人以上の移植希望者
　人工透析をはじめると、一生透析を継続しなければならず、また、
100％本来の腎臓の代わりをすることはできないので、機能を取り
戻すためには、腎臓移植という方法しかありません。
　全国で腎臓移植を希望している人は、約１万２千人にのぼります。
○臓器提供意思表示カードの普及
　臓器提供意思表示カードは「臓器を提供する」「臓器を提供しな
い」というどちらの意思も表示することができるので、自分の意
思を記入し、カードを携帯しましょう。

●広報うんぜん
平成19年10月��



インフルエンザ予防接種のお知らせ
高齢者インフルエンザ予防接種
　満65歳以上の人を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。接種を希望される人は、医療機関にて接種
してください。
　なお、この予防接種は、二類疾患の接種です。自らの責任と意思で接種を希望する場合にのみ接種を行います。
必ず接種を受けなければならないわけではありません。

【対 象 者】
①雲仙市内に住所を有する人で、接種時に65歳以上の人
②満60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、もしくは呼吸器
の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に
障害を有する者として、厚生労働省令で定めるもの（接
種には身体障害者手帳などの写しが必要です）

【回　　数】
１回

【接種期間】
平成19年10月１日から平成20年２月29日まで

【接種場所】
長崎県内の接種可能な医療機関
（接種前に医療機関で確認してください）

【料　　金】
1,000円（医療機関でお支払いください）
※生活保護世帯の人は無料ですが、確認書が必要とな
ります。確認書は、各総合支所、福祉事務所、市役
所健康づくり課で発行しています

【持 参 品】
①健康手帳（予防接種の記録に必要です）
②住所、氏名、生年月日が確認できるもの
（例：保険証、運転免許証など）
③自己負担金1,000円
④生活保護世帯の人は、確認書

【そ の 他】
・予防接種を受ける前に、必ず医療機関に予約をして
ください
・予診票は、実施医療機関または各総合支所、福祉事
務所、市役所健康づくり課に備え付けてあります

【対 象 者】　生後６カ月から小学校就学前までの子

【回　　数】　１人あたり2回

【接種期間】
平成19年10月１日から平成20年２月29日まで

【接種場所】
雲仙市・南島原市・島原市・諌早市の接種可能な
医療機関（接種前に医療機関で確認してください）

【料　　金】
１回あたり1,500円（諫早市の医療機関は1回あたり2,000円）
（医療機関でお支払いください）
※生活保護世帯の人は無料ですが、確認書が必要となり
ます。確認書は、各総合支所、福祉事務所、市役所健
康づくり課で発行しています

【持 参 品】
①母子健康手帳（接種歴の確認と接種済の検印が確認
できないので、忘れた場合は接種できません）
②住所、氏名、生年月日が確認できるもの
　（例：保険証など）
③自己負担金１回あたり1,500円（諫早市は2,000円）
④生活保護世帯の人は、確認書

【そ の 他】
・予防接種を受ける前に、必ず医療機関に予約をして
ください
・個別通知は行いません
・実施医療機関または各総合支
所、福祉事務所、市役所健康
づくり課に備え付けてある
「予診票」に必要事項を記入
のうえ、接種してください

乳幼児インフルエンザ予防接種
　生後6カ月から就学前までのお子さんを対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。接種を希望される人は、
医療機関にて接種してください。
　なお、この予防接種は、任意接種です。健康被害が起きた場合は、市が加入している保険などによる補償にな
ります。このことに同意された人のみ接種してください。

健康のページ 問  健康づくり課　☎0957-38-3111

40歳代の若いうちからの生活習慣が
その後の健康状態を左右します

40歳からの健康週間　10月８日～14日
　市の基本健診を受けた40歳代のうち、「異常なし」は約２割、
「要指導」が約４割、「要医療」が約４割となっています。また、
年代が上がるにつれて、「異常なし」の割合が減っています。
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平成18年度  40～49歳健康診査結果
～40歳代でも生活習慣病の予兆がでています～

要指導・要医療を
合わせると３割

要指導が３割近く
見つかりました

約4人に1人が肥満を
指摘されました

いつまでも健康でいるために、
　働き盛り年代からの生活習慣病予防が大切です
　生活習慣病は、自覚症状なく進行します。
　最近の研究では、肥満（内臓脂肪過多）が原因で動脈硬化
が進み、生活習慣病につながることが明らかになってきまし
た。つまり、若い頃からの生活習慣がその後の健康状態を左
右すると言えます。
　しかし、働き盛り年代の健診受診率は、ほかの年代よりも
低いのが現状です。40歳代というと、社会的な責任が大きく、
ストレスがたまりやすい年代です。だからこそ、より一層の
健康管理が必要です。
年に一度は健診を受けて、
　　　自分の体の状態を知る機会にしましょう。

10月は骨髄バンク推進月間です
　骨髄移植とは、白血病や再生不良性貧血
などの病気によって、正常な造血が行われ
なくなってしまった患者さんの骨髄幹細胞
と入れ替える（実際は骨髄液を点滴静注す
る）ことにより、造血機能を回復させる治
療法です。
　日本では「骨髄バンク事業」が1992年か
ら開始され、これまでに多くの患者さんを
救う実績をあげています。しかし、日本で
骨髄移植を必要とする患者さんは、毎年少
なくとも2000人以上。ドナー候補者が見つ
からない患者さんが、約２割にものぼります。
　一人でも多くの患者さんを救うために、
一人でも多くのご協力が必要です。

臓器移植についてご存知ですか
－10月は臓器移植普及推進月間です－

○増え続けている人工透析者数
　人工透析を受けている人は、毎年１万人ずつ増え続け、現在約
26万人にのぼっています。（長崎県内では、約3500人）
　以前は、腎臓病が透析をはじめる主な原因でしたが、現在は生
活習慣病の一つである糖尿病が原因の１位となっています。
○１万人以上の移植希望者
　人工透析をはじめると、一生透析を継続しなければならず、また、
100％本来の腎臓の代わりをすることはできないので、機能を取り
戻すためには、腎臓移植という方法しかありません。
　全国で腎臓移植を希望している人は、約１万２千人にのぼります。
○臓器提供意思表示カードの普及
　臓器提供意思表示カードは「臓器を提供する」「臓器を提供しな
い」というどちらの意思も表示することができるので、自分の意
思を記入し、カードを携帯しましょう。
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課10月

※上記の健診については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。ご不明な点がありましたら、事前
にお尋ねください。

愛の献血をお願いします！
あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。
※場所・時間等が変更になる場合があります。

献血 日付 時間 場所

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

愛野・千々石

国見

小浜・南串山

瑞穂・吾妻

小浜・南串山

愛野・千々石

瑞穂・吾妻

国見

愛野・千々石

瑞穂・吾妻

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

H18年1月～2月生

H17年1月～4月生

H17年2月～5月生

H16年1月～3月生

H16年1月～2月生

H16年1月～2月生

27日（土）

2日（火）

4日（木）

5日（金）

10日（水）

26日（金）

11日（木）

23日（火）

12日（金）

18日（木）

30日（火）

13:00～13:15

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

愛野保健福祉センター

吾妻保健センター

国見農村環境改善センター

愛野保健福祉センター

吾妻保健センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6カ月児健診・2歳児親子歯科健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

25日（木）

31日（水）

16日（火）

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

瑞穂町公民館

BCG予防接種

ポリオ予防接種

生後3カ月～6カ月未満

生後3カ月～90カ月未満

BCG・ポリオ集団予防接種

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場
1日（月）

2日（火）

30日（火）

８:30～11:00

８:30～11:00

８:30～９:00

13:00～13:30

国見神代研修センター

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

婦人検診
・子宮がん検診
・乳がん検診
・骨粗しょう症検診

20歳以上の女性
40歳以上の女性
40・45・50・55・60・65
70歳の節目年齢女性

胃がん検診
腹部エコー検査

40歳以上の市民

集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

赤ちゃん
健康相談

1歳6カ月児
健康診査

3歳児
健康診査

2歳児親子
歯科健康診査

９:00～11:00

12:30～13:30

14:30～16:30

2日（火）

JA島原雲仙本店（国見）

南高北部環境衛生組合（国見）

三貴工業（株）（吾妻）
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受
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・
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課10月

※上記の健診については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。ご不明な点がありましたら、事前
にお尋ねください。

愛の献血をお願いします！
あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。
※場所・時間等が変更になる場合があります。

献血 日付 時間 場所

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

愛野・千々石

国見

小浜・南串山

瑞穂・吾妻

小浜・南串山

愛野・千々石

瑞穂・吾妻

国見

愛野・千々石

瑞穂・吾妻

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

（午前）1歳未満（H18年10月～H19年5月生）

（午後）H19年6月生

H18年1月～2月生

H17年1月～4月生

H17年2月～5月生

H16年1月～3月生

H16年1月～2月生

H16年1月～2月生

27日（土）

2日（火）

4日（木）

5日（金）

10日（水）

26日（金）

11日（木）

23日（火）

12日（金）

18日（木）

30日（火）

13:00～13:15

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

愛野保健福祉センター

吾妻保健センター

国見農村環境改善センター

愛野保健福祉センター

吾妻保健センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6カ月児健診・2歳児親子歯科健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

25日（木）

31日（水）

16日（火）

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

瑞穂町公民館

BCG予防接種

ポリオ予防接種

生後3カ月～6カ月未満

生後3カ月～90カ月未満

BCG・ポリオ集団予防接種

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場
1日（月）

2日（火）

30日（火）

８:30～11:00

８:30～11:00

８:30～９:00

13:00～13:30

国見神代研修センター

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

婦人検診
・子宮がん検診
・乳がん検診
・骨粗しょう症検診

20歳以上の女性
40歳以上の女性
40・45・50・55・60・65
70歳の節目年齢女性

胃がん検診
腹部エコー検査

40歳以上の市民

集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

赤ちゃん
健康相談

1歳6カ月児
健康診査

3歳児
健康診査

2歳児親子
歯科健康診査

９:00～11:00

12:30～13:30

14:30～16:30

2日（火）

JA島原雲仙本店（国見）

南高北部環境衛生組合（国見）

三貴工業（株）（吾妻）
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。

　

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン（
セ
カ
ン
ド
＝
第
2
の

　

オ
ピ
ニ
オ
ン
＝
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受
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。
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さ
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　「国見高校発雲仙市環境交流会」が吾妻町ふるさと会館で、
8月10日に開かれました。この会は、参加団体である国見
高校・島原農業高校・小浜高校・雲仙市・長崎大学の環境対
策活動を、地域や家庭に広めていくことを目的としています。
　活動紹介では、「身近なところから節水・節電を呼びかけ、
ごみの減量化・資源化を図る」（国見高校）、「温泉トマトを
地域ブランドに、農業廃棄物を堆肥へ」（島原農業高校）、「千々
石海岸の漂流・漂着ごみ問題」（雲仙市）、「学校の環境教育
プログラムの実施」（長崎大学）といったテーマについて説
明がありました。
　その後行われた意見交換会では、「このような交流会を継
続すべきだ」「インターネットによる掲示板で情報交換しよ
う」「私の高校にも環境事務局をつくりたい」などの意見が
でました。

地域へ発信！私たちの環境対策
国見高校発　雲仙市環境交流会

　「健康うんぜん21（仮称）」の策定にあたり、作業部会の委員と
して、26人に協力していただくことになりました。この第1回作業
部会が、8月29日に愛野町公民館で開かれ、独立行政法人国立病院
機構長崎病院院長森俊介先生による講演が行われました。講演会で
は、「あなたの笑顔が雲仙市のちから〜このまちに暮らしてよかっ
たという町づくりをめざして〜」と題してお話していただきました。
　住んでよかったと思えるまちにするために…これから随時行われ
る作業部会で、まずは委員さんとともにめざすべき雲仙市を夢み、
楽しみながら検討していく予定です。

住んでよかったと思えるまちに
健康づくり計画策定作業部会

　農事組合法人守山女性部加工組合（馬場節枝代表理事）の「雲仙こぶ高
菜まんじゅう」が雲仙ブランドに認定されました。これで雲仙ブランドは、
19品目となりました。
　「雲仙こぶ高菜まんじゅう」は、すでに雲仙ブランドに認定されている「雲
仙こぶ高菜漬け」を油で炒め、具材にしています。3月に開かれた、全国
規模の大会「食アメニティ・コンテスト」（農林水産省などが主催）では、
農林水産大臣賞も受賞しています。
　「雲仙こぶ高菜まんじゅう」は、市が主催する物産展などで販売するほか、
地元の加工場でも販売されていますので、ぜひ皆さんもご賞味ください。

素材にも味にもこだわって
「雲仙こぶ高菜まんじゅう」雲仙ブランド認定

↑奥村市長から認定証を受け取った馬場代表理事

↑意見交流会では、意見交換が活発に行われました

↑委員の皆さんも講演に聞き入っていました

●広報うんぜん
平成19年10月��



　このたび、各総合支所に6台、
吾妻町ふるさと会館に1台、貸
出用として市民課に1台の自動
体外式除細動器（AED）が設
置されました。これよって、
突然の心肺停止に迅速な対応
ができるようになり、救命率
の大幅な向上が見込まれます。
　市では、今後も自動体外式
除細動器（AED）の設置を、
計画的に行っていく予定です。

いざというときのために
公共施設にAEDを設置

↑吾妻町ふるさと会館に設置されたAED

　7月31日から8月2日にかけて、日本大学生物資源科学部食品経済学科の教員と
学生18人が雲仙市を訪れ、「持続的な農漁業と加工、食文化のあり方」を研究テー
マとしたフィールドリサーチを行いました。
　この事業は、食品経済学科の必修科目でもあり、平成21年度までの3カ年計画で、
雲仙市の農漁業や食文化について研究を行います。
　1年目となる今回は、岩崎農園の伝統野菜栽培、守山女性部加工組合での「雲仙
こぶ高菜」調理体験のほか、雲仙市の農業や橘湾の漁業、雲仙ブランド、体験型観
光についての講義を受けました。
　このような関係から、8月27日から日本大学講堂で行われる「全国農村サミット」
への参加要請を受けました。当日は、奥村市長がパネリストとして出席し、「地方
の力を活かす」と題したパネルディスカッションにおいて意見発表を行いました。

雲仙市をキャンパスに
日本大学フィールドリサーチ

　雲仙市老人クラブ連合会による第2回グラウンドゴルフ大会が、9月7
日に瑞穂町多目的グラウンドで行われました。
　5人の選手と記録担当1人が1チームとなり、市内から集まった14チー
ムが、優勝をめざして汗を流しました。快晴となったこの日、ホールイン
ワンが28回もでるなど、楽しい一日となりました。
　激戦を制し、優勝したのは、国見Aチーム。

選手の合計年齢、5207歳
雲仙市老人クラブ連合会
第2回グラウンドゴルフ大会

　8月の全国一斉「食品衛生月
間」に伴い、期間中、長崎県食
品衛生協会小浜支部（森下寅松
支部長）、島原支部（酒井孝一支
部長）のそれぞれの管轄地域で、
各種啓発活動が行われました。
　島原支部役員は、8月7日に
「食品衛生月間パレード」の巡回
箇所として雲仙市役所を訪れ、
食中毒予防の重要性と広報・啓
発を依頼されました。

食品衛生を心がけて
食品衛生月間

　雲仙市民講座「UNZEN」の絵画教室が
千々石町公民館で、7月から9月にかけて
8回開かれました。
　講師は、吾妻町の西本親雄先生。受講し
た皆さんは、難しいといわれる人物画を、
それぞれの感性で仕上げました。参加者の
一人は「仕上げるのは大変だったけど、楽
しく描けました」と笑顔で話されました。
　また、参加者の中には自主グループも結
成され、今後も絵画を楽しんでいかれるよ
うです。

感性を1枚の絵にこめて
市民講座「UNZEN」絵画教室

↑守山女性部加工組合での研修のようす

↑市役所を訪れた島原支部の皆さん ↑受講者の皆さんで記念撮影

↑ボールの行方が気になります
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愛の夏祭り

8.25

第12回長崎県ジャンボかぼちゃ大会

9.2

国見高校のお兄ちゃんに
負けるな

東
京
か
ら
来
ら
れ
た
森
さ
ん
一
家

「
宝
く
じ
に
当
た
る
よ
り
う
れ
し
い
」

大学生のお姉ちゃんと
いっしょにお絵かき

はい
チーズ

紙芝居に
夢中

景品がいっぱいの抽選会

ワークショップで
太鼓と笛を習ったよ

街ん中太鼓温泉街に響き渡る太鼓の音
プロの和太鼓集団の演奏に
酔いしれるひととき

今年の優勝は138.8kg

うまく
描けた？

ラムネ早飲みみんながんばれ

力強い太鼓の響き

みんなで踊ると楽しいね

小浜中吹奏楽部「よかばい長崎」

な
か
よ
く
お
散
歩
♪

まちのわだい

●広報うんぜん
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「
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
の
街
」
フ
ェ
ス
タ

秋
の
彩
展

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う

雲
仙
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

乗
客
２
１
０
０
万
人
達
成
！

はだしで
遊ぼう雲
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8.11
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8.27 8.17

吾
妻
町
夏
祭
り

8.16

小
浜
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
ト
響

8.25
　～26

愛の夏祭り

8.25

第12回長崎県ジャンボかぼちゃ大会

9.2

国見高校のお兄ちゃんに
負けるな

東
京
か
ら
来
ら
れ
た
森
さ
ん
一
家

「
宝
く
じ
に
当
た
る
よ
り
う
れ
し
い
」

大学生のお姉ちゃんと
いっしょにお絵かき

はい
チーズ

紙芝居に
夢中

景品がいっぱいの抽選会

ワークショップで
太鼓と笛を習ったよ

街ん中太鼓温泉街に響き渡る太鼓の音
プロの和太鼓集団の演奏に
酔いしれるひととき

今年の優勝は138.8kg

うまく
描けた？

ラムネ早飲みみんながんばれ

力強い太鼓の響き

みんなで踊ると楽しいね

小浜中吹奏楽部「よかばい長崎」

な
か
よ
く
お
散
歩
♪

まちのわだい
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若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
　

 

学
生
納
付
特
例
制
度

　

低
所
得
者
で
あ
る
若
年
者
（
�0

代
の
人
）
や
一
般
的
に
収
入
が
な

い
学
生
は
、
次
の
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま

放
っ
て
お
か
ず
、
制
度
の
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。
承
認
を
受
け
る
と

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

�0
代
の
本
人
と
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請

に
よ
っ
て
月
々
の
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

以
下
の
人
は
、
申
請
に
よ
っ
て
在

学
期
間
中
の
保
険
料
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

制
度
の
概
要

●
猶
予
期
間
に
万
が
一
事
故
や
病

気
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

●
猶
予
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
の
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計

算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

●
将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
受
給
す
る
た
め
に
は
、

全
額
納
付
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

●
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
は
住
民
票
の
あ
る
市
町
村

の
窓
口
に
て
行
っ
て
下
さ
い
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
�
月

以
降
、
学
生
納
付
特
例
制
度
は

�
月
以
降
の
受
付
と
な
り
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ
た
場
合
で
も

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0�
）
1
1
6
5

○
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
6
6
1

漁
業
調
整
委
員
会
委
員 

　
　

 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

長
崎
県
南
部
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

し
ま
す
。

縦
覧
期
間
（
異
議
申
出
期
間
）

10
月
�0
日（
土
）〜
11
月
�
日（
土
）

午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�
時

縦
覧
場
所

雲
仙
市
選
挙
管
理
委
員
会

名
簿
の
確
定
日

1�
月
�
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役

所
市
民
課
市
民
生
活
班
）

平
成
19
年
分
年
末
調
整
と 

　

eｰ

T
a
x
の
説
明
会

　

平
成
1�
年
分
年
末
調
整
と
e
︱

T
a
x
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　市では、雲仙ブランド商品の販売・
PRや、市内の特産品の普及・販路拡
大を図る目的で、市外及び県外におい
て物産展等を開催しています。物産展
に出店を希望する業者を募集していま
す。あなたも出店してみませんか。
（ただし、出店者数等により出店でき
ない場合があります）

ddd今後の予定ddd

　　　　H20年1月下旬…福岡
　　　　H20年3月………長崎
申し込み・問い合わせ
農林水産課　物産振興班

物産展等
出店希望者募集

↓過去の物産展のようす

行政相談　10月の相談日
相談委員 地　区 日 時　間 場　　　所

稲本相談委員 国 見 町 1日（月） 9：00〜12：00 国見総合福祉センター
城 相 談 委 員 瑞 穂 町 1日（月） 9：00〜12：00 雲仙社協瑞穂事務所

荒木相談委員 吾 妻 町 3日（水） 13：30〜16：00 吾妻老人憩の家17日（水）
田尻相談委員 愛 野 町 19日（金） 13：30〜16：00 愛野保健福祉センター
町田相談委員 千 々 石 町 9日（火） 13：00〜16：00 千々石総合支所相談室

中村相談委員 小 浜 町 2日（火） 13：00〜16：00 小浜老人福祉センター30日（火）
茂 相 談 委 員 南 串 山 町 9日（火） 13：30〜15：00 南串山総合支所別館2階

※中村相談員（小浜町）の11月の相談日はありません。（次回の相談日は12月です）

●広報うんぜん
平成19年10月��



日
程

〈
国
見
町
文
化
会
館
〉

11
月
1�
日
（
水
）

午
前
�
時
�0
分
〜
1�
時

〈
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
〉

11
月
1�
日
（
木
）

午
後
�
時
〜
�
時
�0
分

※
説
明
会
資
料
及
び
年
末
調
整
関

係
書
類
は
、
事
前
に
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
当
日
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

島
原
税
務
署

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
8
1
8

「
合
同
行
政
相
談
所
」
開
設

　

行
政
相
談
所
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
道
路
、
税
金
、
福
祉
、
相

続
、
登
記
等
に
対
す
る
意
見
・
要

望
等
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関

係
機
関
と
の
間
に
立
っ
て
、
公

正
・
中
立
な
立
場
か
ら
問
題
解
決

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

合
同
相
談
所
開
設
日

日
時　

10
月
��
日
（
火
）

午
後
1
時
�0
分
〜
�
時
�0
分

場
所　

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

市
民
課　

市
民
生
活
班

勤
労
者
福
祉
支
援
事
業 

　
　
　
　
　
　

追
加
募
集

　

㈶
長
崎
県
勤
労
者
福
祉
事
業
団

で
は
、
県
内
の
中
小
企
業
等
で
働

く
勤
労
者
及
び
そ
の
家
族
の
福
祉

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
勤
労
者

福
祉
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

事
業
の
内
容

就
業
規
則
作
成
・
改
正
支
援
事
業

企
業
内
等
研
修
会
開
催
事
業

勤
労
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

助
成
額　

対
象
経
費
総
額
の
�
分

の
1
（
助
成
限
度
額
…
10
万
円
）

申
請
書
提
出
期
限

10
月
�1
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

㈶
長
崎
県
勤
労
者
福
祉
事
業
団
事

務
局
（
県
雇
用
労
政
課
内
）

☎
0
9
5
（
8
9
5
）
2
7
1
6

結
婚
相
談
斡
旋
事
業
を 

　
　
　
　

行
っ
て
い
ま
す

　
「
出
会
い
の
場
が
少
な
い
」「
忙

し
く
て
、
出
掛
け
る
暇
が
な
い
」

と
い
う
人
の
た
め
に
、
社
協
が
代

わ
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
候
補
者
を
お

探
し
し
ま
す
。
現
在
独
身
で
�0
歳

以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構

で
す
。

　

申
請
書
・
状
況
票
（
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

登
録
証
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

※
こ
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
雲
仙

ま
る
ご
と
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/
w
w
w
.

e-unzen.jp/

）
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
瑞
穂
事

務
所
（
瑞
穂
ヘ
ル
シ
ー
会
館
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
4
5
4
5

甲
種
防
火
管
理
者 

　

資
格
取
得
講
習
会
開
催

　

平
成
1�
年
度
第
�
回
目
の
甲
種

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時　

11
月
1
日
（
木
）・
�
日
（
金
）

午
前
�
時
〜
午
後
�
時
�0
分

場
所　

島
原
広
域
消
防
本
部
（
�

階　

多
目
的
ホ
ー
ル
）

費
用　

3
4
0
0
円
（
講
習
テ
キ

ス
ト
Ⅰ
・
Ⅱ
）

申
込
期
限　

10
月
1�
日
（
金
）

（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ

島
原
広
域
消
防
本
部　

予
防
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
5
8
5
7

●納期限は、10月31日（水）です

10月は
の納入月です。

市県民税（3期）
国民健康保険税（4期）

口座振替を利用する人は、口座残高の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。

●● チケット好評販売中 ●●

Kotist　宮西希　コンサート
日時 10月14日（日）
 14 : 30開演（14 : 00開場）
会場 吾妻町ふるさと会館
　　  （☎0957（38）3108）
料金　全席自由　500円
 ※未就学児入場不可

Jazz in Unzen
日時 10月6日（土）
 18:30開演（18:00開場）
会場 ハマユリックスホール
 （☎0957（88）3305）
出演者 MALTA JAZZ QUARTET
 小浜ジャズオールスターズ
 小浜中学校吹奏楽部
料金 全席指定
 A席（1・2階席） 2,000円
 B席（3階席） 1,500円
 ※未就学児入場不可

Autumn Concert
～もっと身近にクラシック～

日時 10月27日（土）
 19 : 00開演（18 : 30開場）
会場 国見町文化会館
 （☎0957（78）3977）
料金 全席自由　一般 1,000円
 高校生以下　無料
 （要整理券）
 ※未就学児入場不可

チケット問い合わせ
・教育委員会生涯学習課　☎0957（37）3113
・各会場

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

�� ●広報うんぜん
平成19年10月



10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　

社
員
の
安
心
を
守
る
の
は
、
社

長
の
責
任
で
あ
り
社
会
の
義
務
で

す
　

労
働
保
険
と
は
、「
労
災
保
険
」

と
「
雇
用
保
険
」
を
総
称
し
た
言

葉
で
、
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用

す
る
事
業
主
は
、
法
律
に
よ
り
労

働
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

労
災
保
険　

労
働
者
が
業
務
上
の

事
由
又
は
通
勤
に
よ
っ
て
被
災
し

た
際
の
補
償
を
行
う

雇
用
保
険　

失
業
し
た
場
合
の
失

業
給
付
、
労
働
者
が
自
ら
職
業
に

関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合

の
給
付
等
、
労
働
者
の
保
護
及
び

福
祉
の
向
上
等
の
た
め
の
公
的
保

険
（
事
業
主
に
対
し
て
は
、
雇
用

促
進
の
た
め
の
助
成
金
制
度
が
あ

り
ま
す
）

加
入
手
続
方
法

・
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
直
接
手
続
き
を
行
う

・
労
働
保
険
事
務
組
合
（
商
工
会

等
）
へ
事
務
を
委
託
す
る

・
社
会
保
険
労
務
士
を
利
用
す
る

問
い
合
わ
せ

・
長
崎
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
9
5
（
8
0
1
）
0
0
2
5

・
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

「
中
小
企
業
労
働
時
間 

適
正
化
促
進
助
成
金
」
創
設

　

働
き
方
の
見
直
し
に
よ
り
、
長

時
間
労
働
の
是
正
に
積
極
的
に
取

り
組
む
中
小
事
業
主
の
人
々
を
支

援
す
る
た
め
、「
中
小
企
業
労
働

時
間
適
正
化
促
進
助
成
金
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

対
象

①
特
別
条
項
付
き
時
間
外
労
働
協

定
を
締
結
し
て
い
る
中
小
事
業

主
②
時
間
外
労
働
削
減
等
の
措
置
及

び
省
力
化
投
資
等
の
措
置
ま
た

は
雇
入
れ
措
置
を
盛
り
込
ん
だ

「
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」（
実
施

期
間
1
年
間
）
を
作
成
し
、
都

道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受

け
、
実
施
し
た
人

助
成
額　

1
0
0
万
円

問
い
合
わ
せ

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
0
9
5
（
8
0
1
）
0
0
3
0

「
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
」 

　
　
　

が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

従
来
の
外
国
人
雇
用
状
況
報
告

が
廃
止
に
な
り
、
平
成
1�
年
10
月

1
日
か
ら
「
外
国
人
雇
用
状
況
の

届
出
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
外

国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合

は
（
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
既
に
外
国
人
を
雇

用
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
も
届

出
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

国
、
地
方
公
共
団
体
も
同
様
の
通

知
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
長
崎
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業

対
策
課
雇
用
対
策
係

☎
0
9
5
（
8
0
1
）
0
0
4
2

・
諫
早
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
諫
早
）

☎
0
9
5
7
（
�1
）
8
6
0
9

有
明
が
ね
祭
り

日
時　

10
月
�
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

午
前
�
時
�0
分
〜

場
所　

有
明
漁
業
協
同
組
合　

　
　
　

本
所
前
広
場

内
容　

有
明
が
ね（
た
い
ら
が
ね
）

即
売
・
ア
ジ
等
魚
詰
め
放
題
・
特

設
い
け
す
釣
り
大
会
・
が
ね
味
噌

汁
・
一
般
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ

有
明
漁
業
協
同
組
合

☎
0
9
5
7
（
��
）
0
5
0
3

月
火
水
木
金
土・日

糖尿病および予備軍の運動療法

乳がんの新しい治療

水ぼうそうと予防接種

ものが変に見えたら（視野狭窄症）

75歳以上の後期高齢者医療制度

陰部のイボ

長崎県保険医協会

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます。

10月の健康テレホンテーマ

人口
男
女
世帯数

50,444人
23,956人
26,488人
16,429世帯

（－42）
（－11）
（－31）
（＋  1）

8月末現在（住民基本台帳） （前月比）

市内各町で文化祭が開催されます。
展示や、芸能発表など、内容盛りだくさんです♪

※日程・内容など変更する場合があります。
問い合わせ　教育委員会　生涯学習課　☎0957（37）3113

文化の秋
国見町

国見秋の文化祭

第28回文化発表会
瑞穂町

第30回瑞穂町文化祭　作品展
第30回瑞穂町文化祭　芸能発表会

吾妻町
第13回吾妻町文化協会発表会

愛野町

第16回愛のまち文化フェスティバル

千々石町
第37回町民文化祭　展示の部
第37回町民文化祭　演芸の部

小浜町
第29回小浜町文化祭　芸能発表会
第29回小浜町文化祭　美術展覧会

南串山町
第18回文化祭
音楽芸能発表会

国見町文化会館
国見農村環境改善センター
国見町文化会館

瑞穂体育館
瑞穂町公民館

吾妻町ふるさと会館

愛野町公民館
愛野農業者トレーニングセンター

千々石町公民館
千々石町公民館

小浜体育館
小浜体育館

ハマユリックスホール
ハマユリックスホール

11/9（金）～11（日）

11/23（金）

10/27（土）～28（日）
10/28（日）

11/4（日）

11/3（土）～4（日）

11/2（金）～4（日）
11/10（土）

11/3（土）
10/27（土）～29（月）

11/2（金）～4（日）
11/3（土）

●広報うんぜん
平成19年10月��



主
張
発
表
講
演
会 

〜
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
き
想
い
〜

　

日
頃
の
女
性
部
活
動
・
青
年
部

活
動
や
、
商
い
を
通
し
て
の
身
近

な
話
を
テ
ー
マ
に
力
強
く
発
表
さ

れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
10
日
（
水
）

　
　
　

午
後
�
時
〜

場
所　

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

聴
講
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
商
工
会

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
9
1
1

土
地
家
屋
調
査
士
・
行
政
書
士 

　
　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

日
時　

10
月
1�
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
�
時

場
所

・
諫
早
高
城
会
館　

特
別
会
議
室

・
西
諫
早
公
民
館　

印
刷
室

内
容　

不
動
産
の
表
示
に
関
す
る

登
記
・
調
査
・
境
界
問
題
や
農

地
・
相
続
・
交
通
事
故
な
ど

問
い
合
わ
せ

・
長
崎
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
諫

早
支
部
（
真
崎
事
務
所
）

☎
0
9
5
7
（
�1
）
3
1
8
8

・
長
崎
県
行
政
書
士
会
諫
早
支
部

（
松
永
事
務
所
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
5
4
4
3

青
年
海
外
協
力
隊
体
験
談
発
表

　

帰
国
隊
員
よ
る
体
験
談
発
表
と
、

青
年
海
外
協
力
隊
の
応
募
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
�0
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
�0
分
〜

場
所　

ア
エ
ル
い
さ
は
や
ま
ち
づ

く
り
生
涯
学
習
室

問
い
合
わ
せ

J
I
C
A
デ
ス
ク
長
崎

☎
0
9
5
（
8
2
3
）
3
9
3
1

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ 

　
　
　
　
　

購
入
は
県
内
で

　

県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
道
路
や
学
校
、
公
園

の
整
備
な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
回
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

振
興
の
た
め
の
事
業
に
直
接
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

発
売
期
間　

10
月
1�
日（
金
）ま
で

価
格　

1
枚　

3
0
0
円

抽
選
日　

10
月
��
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
財
政
課

☎
0
9
5
（
8
9
5
）
2
1
7
1

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

「
公
証
制
度
」「
公
証
週
間
」

　

10
月
1
日
か
ら
�
日
ま
で
の
一

週
間
は
公
証
週
間
で
す
。

　

公
証
制
度
は
、
国
か
ら
任
命
さ

れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証

人
が
公
正
証
書
を
作
成
し
、
民
事

紛
争
の
予
防
と
私
権
の
明
確
化
を

図
る
な
ど
、
法
的
紛
争
の
予
防
と

解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

諫
早
公
証
役
場

☎
0
9
5
7
（
��
）
4
5
5
9

7日

8日

14日

21日

28日

松 本 医 院
京 泊 馬 場 病 院
本 田 医 院
城 代 医 院
愛 野 診 療 所
天 野 医 院
松 尾 胃 腸 科 外 科 医 院
公 立 新 小 浜 病 院
梅 津 医 院
泌尿器科・皮ふ科　菅医院

0957（36）0053
0957（88）2050
0957（78）2768
0957（37）2032
0957（36）0009
0957（37）2015
0957（78）1000
0957（74）2211
0957（78）5156
0957（88）3151

愛 野 町
南串山町
国 見 町
千々石町
愛 野 町
千々石町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
南串山町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

　県央地域広域市町村圏組合では次のとおりリ
サイクルの集いを開催します。家族で楽しめる催
しですので、参加してみてはいかがですか。
日　時 11月 4日（日）午前 9 時～午後 1時
 （雨天決行／野外行事一部中止）
場　所 県央不燃物再生センター
 （諫早市小豆崎町 89－4）
入場料 空き缶・空ビン1個以上
 （道端などに落ちている空き缶や空ビン）
駐車場 有り（なるべく乗り合わせて来場下さい）
内　容 展示コーナー、リサイクル体験・実演
コーナー、相談コーナー、持ち帰りコーナー、ゲー
ムコーナー、フリーマーケットコーナー
※フリーマーケットの出店者の募集も行っていま
すので、希望する人は組合までお問い合わせ
ください。
問い合わせ
県央地域広域市町村圏組合　事務局　事業課
☎0957（23）3600

県央リサイクルの集い県央リサイクルの集い
～空き缶を拾って遊びに行こう～

第24回

　がまだすドーム（雲仙岳災害記念館）の
正面入口フラワーガーデンの一角に、お宅
で余っている秋植え球根を植えてみません
か。球根の種類は問いません。植栽や園芸
に興味・関心があり、秋植え球根を持ち寄
れる人なら誰でも参加できます。同時に花
の手入れや草取り等を手伝っていただく
「環境ボランティア」も募集します。
日　時　10月27日（土）
　　　　午前9時～受付（雨天中止）
場　所　がまだすドーム
　　　　（雲仙岳災害記念館）
参加料　無　料
※参加者で有料ゾーン見学を希望される人
は特別割引料金で利用できます。
申し込み・問い合わせ
がまだすドーム（雲仙岳災害記念館）
☎0957（65）5555

がまだすドーム
花いっぱい作戦

�� ●広報うんぜん
平成19年10月



四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

①じゃがいもは、皮をむいて5㎜幅にス
ライスする
②鍋に①のじゃがいもと牛乳を入れ、ひ
たひたの水でゆでる
③じゃがいもにある程度火が通ったら、
薄く切った餅をのせ、餅がやわらかく
なるまで焦がさないように水分をとば
し、火を止める
④③をしゃもじでつぶしながら、熱いう
ちにスキムミルクを加え、よく練る
⑤適当な大きさに丸める
⑥きなこ、砂糖、塩を合わせてまぶす

【1個（約60g）あたり】エネルギー 120kcal、カルシウム160㎎

《材料（5人分）》

じゃがいも
牛乳
餅

スキムミルク

100g
30g

50g（約1個）
70g

きなこ
砂糖
塩

10g
小さじ3
少々

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
－いじめの問題、不登校、その他の教育相談－

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

－虐待、養護などの通報・相談－

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
くろう  な く し な な や み 言おう

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）
教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会

愛野町特産のじゃがいもを使った
カルシウム（Ｃａ）たっぷりの
おやつです

かる

できあがったＣａじゃがいもっち

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会愛野支部

神無月
かんなづき

生産者の横田さんと
河内さんこのミヤマキリシマや苔玉に関する問い合わせは、

ミヤマガーデン ☎0957-78-2491 まで
ホームページは、「雲仙まるごとネット（http://www.e-unzen.jp/）」の中にあります。

発
行
：
雲
仙
市
役
所

編
集
：
秘
書
広
報
課

N
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平
成
19年

10月
１
日
発
行

0957ｰ38ｰ3514

【雲仙の山野草と苔玉】
　普段何気なく見ている身近な山野草で
も、「寄せ植え」で全く違った雰囲気と
なります。
　市の花にもなっているミヤマキリシマ
には写真の様に、秋咲きの品種もあり、
四季を通じて鑑賞できます。
　また、「苔玉」の表情は、和の美しさ
の一つ、わびさびを感じるようで、本当
に心を和ませてくれます。

10
月
は

　

土
地
月
間
で
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
公
共
の
福
祉
の

優
先
な
ど
、
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理

念
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
10
月
を
「
土
地
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

○
土
地
取
引
に
伴
う
届
出

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
取
引

に
お
け
る
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価

の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
な
ど
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
届
出
制
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
、

売
買
な
ど
の
取
引
を
す
る
場
合
、
土
地

を
取
得
し
た
人
（
売
買
の
場
合
は
買
い

主
）
は
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に

市
役
所
企
画
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

「
土
地
活
用

　
　

み
ん
な
で
創
る
美
し
い
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
19
年
度
標
語
）

◆
問
い
合
わ
せ
　

企
画
課
企
画
政
策
班

　

☎
０
９
５
７
（
38
）
３
１
１
１

市街化区域 2,000㎡以上

5,000㎡以上

10,000㎡以上

市街化調整
区域

都市計画区域
以外の区域

一定面積以上の土地とは


